
東方学報 京都第65研(1993):380-313貢･囲版

チベット文字書寓 ｢長巻｣の研究 (本文編)

高 田 時 雄

緒 言

かつての印度省固書館(IndiaOfficeLibrary),現在は統合されて大英囲書館の一部門,東

洋及び印度省収集部(OrientalandIndiaOfficeCollections)に所蔵される敦煙尊兄チベット

文寓本に ｢島名｣(LongScroll)と栴される一巻子(C131)がある(1)｡この寓本は表裏あわせて

五百行近 くに及ぶ長いもので,すべてチベット文字のみで舌罵された漢文文願である｡ この種

のチベット文字舌寓文献が昔時の中園語を研究する上で貴重な資料を提供するものであること

は言を侯たず,早 くからかなりな数に上る研究が行われてきた(2)｡そもそも今世紀初頭オーレ

ル ･スタイン(AurelSTEIN)が敦蛙美高窟の頼経洞から持ち蘇った寓本の中には,チベット文

字で書寓された漢文文献が三鮎含まれていた｡これらの内,金剛経(C129)と阿滴陀経(C130)

の二鮎は,昔時印度省囲書館にあってチベット鴬本の整理に嘗たっていた トマス(F.W.THOMAS)

により,クローソン(G.L.M.CLAUSON)の助力を得て,一九二六,二七年に相次いで公刊され

た(3)｡残った ｢長春｣についても,一九二九年その存在が報 じられ,一部分についてローマ字

(1) LoulSdelaVALL由 PoUssIN,CatalogueoftheTibetanManuscriptsfrom Tan-huang

intheIndiaOfficeLJ乙brar)′,1962,Londonの榎一雄によるAppendixp.266によると,C131(Ch.9.

Ⅲ.17)罵本は長さ440cm幅30cmの金子であり,表面290行,背面196行からなる｡後抱のテキストで背面が

195行迄と一行足りないのは,第95･96行の閲に後から書き加えられた一行を94aとして虞理したためであ

る｡後梅園版参照｡なお固版の掲載には大英囲書館嘗局の好意ある許可を得た｡

(2) その中でも代表作と目されてきたのは,羅常培 『唐五代西北万苦』上海,中央研究院歴史語言研究

釈,1933である｡我が国では,チベット文字音寓テキストではないが,チベット文字による音注の附いた

｢千字文｣の研究によって,オ可田亨がこの方面の研究に先鞭を附けた (｢蕃漠封書千字文の断簡｣『東洋学事鮎
13,1923,pp.390-410)のを初め,初期に以下のような研究がなされた｡松村利行 ｢漠蕃封書千字文残金

について｣『東洋学研究』(駒津大挙)創チl腰,1931,pp.145-151;財津愛象 ｢敦塩出土湊蔵封書の材料と
韻鏡との比較 (其-)｣『東洋学叢編』1,1934, pp.105-153,もと『懐徳』10,1932;金山正好 ｢大乗中
宗見解とその漠蔵封書｣『大正大学学報』30/31,335-370.また近年には筆者の 『教壇資料による中国語
史の研究』東京,創文社,1988がある｡

(3) THOMAS,F,W,&G.L.M.CLAUSON,AChlneSeBuddhlStTextinTlbetanWriting,JRAS,

1926,pp.508-526;id.,ASecondChineseBuddhistTextlnTibetanCharacters,JRAS,1927,

pp.281-306,SupplementaryNote,pp.858-860.
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蒋寓が公にされたことはあるが,全髄としてはついに公判されることがなかった(4)0

大戦前にこの寓本の漢字復元に取組んだわが久野芳隆は,表面の11.4-46,90-117,215-22,

262-7,278-90及び背面の11.46-52,92-95,115-96の部分を完了もしくはほぼ完了していたと侍え

られる(5)｡ しかしそれは表裏486行の内のわずか190行に過ぎず,到底寓本全鰭に及ぶものでは

なかった｡しかもその成果は一般に見られるかたちでは公刊されていないのである｡

ロンドン大学のサイモン(WaiterSIMON)は一九五七年,パリにある-寓本(Pelliottib6tain

1,3)とあわせて,｢長春｣の背面11.52-60｢十方備に封する憾悔｣の漢字復元を行ったが(6),

次いで翌年 ｢長嶺｣全髄の構成の概略を示す重要な論文を覆表した(7)｡サイモンは復元テキス

トとしては冒頭の六行だけしか提示しなかったものの,これによって ｢長春｣の構成の大部分

が明らかとなった｡このサイモンの仕事を出番鮎とすることで,テキスト同定の困難は相首に

軽減されたはずであるが,以後三十飴年,誰一人としてこの仕事を塘おうとするものの現われ

なかったことはいかにも残念なことである｡この貴重な文献を中国語史の材料として利用可能

なものとするためには,なによりも正確な漢字テキストを復元することが先ず不可鉄の作業だ

からである｡

筆者は年来この種のチベット文字害寓漢文文献の整理に従事し,すでに ｢長嶺｣を除 くほと

んどのテキストを公にした(a)｡今回の ｢長春｣テキストの公刊によって, この種の文戯の主要

なものはほぼ網羅出来ることとなる｡ただ後で見るように,｢長老｣の場合はその内容におい

て極めて多彩かっ稚多なテキストを含んでいるために,漢字復元の作業にはそれぞれのテキス

トの数多い敦燥寓本をひとつひとつ検討しなければならない｡かなり以前から手を染めてはい

(4) わが園の宮本正尊の協力によって出版された ｢大乗中宗見解｣のテキストでは,チベット文字によ

る書法を附したB寓本 (C93)とすべてチベット文字のみで書かれたA寓本 (C131すなわち ｢島名｣の一

那)の二種の存在を指摘するが,音際に公刊されたテキストはB鴬本のみで,｢長老｣はその11.14-33まで

のローマ字韓寓がB寓本のそれと封照の上 ComparatlVeSpecimenofTransliteratlOnSとして掲げ

られているにすぎない｡漢字の附されていないことは勿論である｡FW.THOMAS,S,MIYAMOTOandG.

LM.CLAUSON,AChineseMah豆y豆naCatechism inTibetanandChineseCharacters,JRAS,

1929,pp.37-76.

(5) 上掲delaVALL豆EPoUssINの目線p.266による｡

(6) WaiterSIMON,AChinesePrayerinTlbetanScript,Si7WIIndianStudies,V(-Llebenthal

Festschrlft),1957,pp.192-199.

(7) WaiterSIMON,ANoteonChineseTextsinTibetanTranscription,BSOAS,21,pp.334-

343.この論文でサイモンは ｢長春｣のみならず,ロンドン･パリ所在のチベット文字書篤漢文文献全健の

鳥轍を行っている｡わずか十貢にも満たない小編であるが,その貢献は非常に大きいものがある｡

(8) 上掲拙著にはパリ･ロンドン所在のチベット文字舌篤本十種,舌江本三種を収録した｡奮レニング

ラード(現ペテルブルグ)のものも最近 ｢レニングラードにあるチベット文字輔寓法華経普門品｣｢同 (棉)｣

『内陸アジア言語の研究』Ⅵ,1990,pp.1-34;Ⅶ,1992,pp.12-41として出版することができた｡
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たものの,意外なほどの時間が掛かってしまったというのが茸際である｡｢敦煙出土チベット

文字蒋寓 ｢長巻｣の漢語史的研究｣という題目で科学研究費の交附を受けたのはもう数年前に

なる｡ようやくのことでその成果を公表できる段階にまで漕ぎ着けたことはまだしも幸いとい

うべきであろう｡なお本筋所載の部分はテキストと寓本のファクシミリのみの ｢本文編｣で,

｢長嶺｣をめぐる言語史的研究は次筋に掲載する濠定である｡

漢文テキストの同定に関する注記

チベット文字のみで書かれたテキストを漢字に還元する作業は,･一般的に,かなりな困難を

伴うのが普通である｡特にその昔寓形式が九 ･十世紀の河西地方に行われた方言を基礎とする

テキストの場合は,その昔系の知識を持たないと困難は倍加する｡その作業は大髄以下のよう

な順序をたどると思われる｡先ず書寓形式と前後の文艦とから確賓と思われるいくつかの文字

を拾い集め,それにより部分的に再構されたテキストを元に,符合しそうな漢文原典を膨大な

敦蛙篤本の中から見出そうとする｡この時鮎で該嘗する原典に行き嘗たることが出来れば非常

に幸いで,特に同一のテキストが何種類か存在する場合には,チベット文字による音寓形式と

比較することによって,最も相厳しい漢字を選ぶことが可能となる｡しかしながら不達にも符

合する渡文原典が見出せない場合は,かなり悲惨な結果に終らざるを得ない｡この ｢長巻｣の

漢字復元に嘗たってもかなりな部分がこのような状態に留まっている｡それでも悌敬語嚢なり

讃偏に用いる常套表現の類は一定の確度で復元が可能である｡この種の部分は嘗面厳密な言語

資料として使用することは出来ないけれども,出来る限り拾っておくことは将来の研究にとっ

ても多少の踏墓になるだろう｡あえて宜しい姿をさらすことで弛樽引玉が期待できればそれに

越したことはない｡

さて我々の作業は必ずしも通講に堪える校訂テキストの提示を目的としないものであること

を明言しておく必要があるだろう｡あくまでチベット文字で表記された形式の表面に讃み取る

ことの出来る漢字テキストの復元が目標なのである｡一般に敦煙駕本の多くはそれぞれに誤記

誤脱の多い不完全なものであるが,我々の復元しようとしているものも,そのような不完全な

寓本の一つであるということが出来る｡したがって ｢長春｣のテキスト自身が混乱していたり,

省略附加があったりする場合にも,漢文原典によって手を加えることはしていない｡封書の形

式に封して充分に相鷹しい漢字を想定し得ないような場合,封書との若干のずれは覚悟の上で

漢文原典に見られる唯一の漢字形式を宛てておいた場合もなくはないが,しかしこれらは数の

上では極く少数にすぎない｡また初めは精確を期すために,樽鴬テキストの中に,漢文原典の

異本によって一々異文を注記していたが,あまりにも繁雑となり本来の目的から逸脱する可能

性のあるため,これを一概に削除し最小限封書の理解に必要なもののみにとどめた｡
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以下はテキスト同定の作業を通じて明らかになった事柄に関する簡単な注記である｡

RECTO

ll.1-4 月基質に関する問答であるこの部分は,八日欝,十五日賓を説く11.046-050と接績する

ものであろう｡以下に見る幾っかのカテキスムと同じく口語鰭で書かれている｡欝日に関係す

る問答であることは明瞭であるが,一字一句符合する漢文原典は見出し難い｡粛日については,

別にRectoll.2781288が ｢地蔵菩薩樫十賓日｣と題するテキストであって,こちらの方は原典

の同定が容易であり参考になる｡下記11.278-288の部分を参照｡

ll.4-6 ｢五戒｣｡封鹿する漢文テキストは IndiaOffice漢文篤本 C94(Ch.84.ⅤⅠ.1)に見えて

いるが,誤寓がかなりある｡例えば ｢五戒｣では,｢慈愚｣の ｢慈｣を ｢改｣のように書き,

｢倫盗｣を ｢鎗道｣と書き,｢鏡益｣の ｢鏡｣を ｢尭｣と書き,｢食肉｣の ｢食｣を ｢石｣と書

き,｢愚痴｣の ｢愚｣を ｢虞｣と書く類である｡最初の例を除き,すべて普通による誤まりで

ある｡こういった場合は復元可能なかぎり正しい形を輿えておいた｡チベット文字によるこの

｢五戒｣はまたPelliottib6tain429の冒頭11.1-3にも見られる(9)｡(囲版II)今この場を借りて,

その部分のローマ字樽寓テキストを漢字封照で掲げておく｡

Pelliottib6tain429

01//"yirpusrarshe/ji'myincungshregru/'zhiputhu'ude'u'zha'uyigyi'u
- 不 殺 生 慈 悲 衆 生 故 二 不 倫 盗 鏡 益 有

tshe'gru/sampuzya'hretshe'zi'u
情 故 三 不 邪 行 辞 修

02'wan'hre'gru/'zhipuwo'gyu'1ici'khe'u'gwa'gru/'gupuyintshe'ushin
発 行 故 四 不 妄 語 離諸 口 誤 故 五 不 飲 酒 食

'shog'll'gyu'chi
肉 離 愚 痴

03'gru/‥
故

ll.7-10 ｢六念｣｡上記C94には ｢五戒｣に績けて ｢六念｣を出す｡我々のテキストと同じ順序

であり,たぶん欝日の儀式においてもこの順に唱えたものであろう.またこの ｢六念｣は ｢扉豊

憾文｣中の ｢寅朝清浄侶｣末にも用いられる (｢穫憾文｣については後述部分を参照)｡たとえ

ばS.236,S.5562では最後に ｢今日寅朝清浄偏,[上中下坐],各記六念｣として(10),この ｢六念｣

(9) この蔦本,｢五戒｣のあとには陀羅尼が書かれている｡

(10)括弧内の文字はS,5562のみにある｡
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の本文を漬けている｡ただし ｢各記六念｣としつつも本文を出さない寓本 も多い｡おそらく

｢六念｣といえば,それだけで分ったものと思われる(ll)0

ll.10-46 ｢三科｣の標題を冠するこのカテキスムは,まず ｢九物 (四大,五薙)｣に始まり(ll.

10-27),次いで ｢六根｣｢六識｣｢六塵｣｢十二人｣(ll.28-35)と績き,さらに ｢三賓｣｢四諦｣ と

いった法数に関する問答(ll.35-46)で終る｡｢十八界｣の標題のみが1.35の ｢三賓｣｢四諦｣の前

に置かれているが,これは少 し後ろの11.55-57に置かれる ｢十八界｣の名目本鰹に封鷹するも

のであろう｡さて ｢三科｣と構するテキストには ｢小乗三科｣と ｢大乗三科｣の二種が存在す

ることが知られており(12),その相違は冒頭部において前者が ｢三賛｣｢四諦｣を説 くのに封 し

て,後者は ｢三界｣｢五趣｣｢二字法 (心性,心､法)｣を説 くことにあるとされる(13)｡我々のテ

キストは ｢九物｣から始まるが,最後に ｢三賓｣｢四諦｣を置いていることからすれば,｢小乗

三科｣の方に近いと考えられる｡ しかし ｢小乗三科｣では ｢四講｣を説 くのに大乗四講につい

ては ｢小乗中,不合傾樺｣としている鮎が指摘されているので,｢小乗三科｣ とも異なる(14)｡

では我々のテキストは-髄何であるかということが問題となるが,もっとも.近いものはIndia

OfficeC93(Ch.80.XI)のいわゆる ｢大乗中宗見解｣及び近年フランスのポール ･マニヤン氏に

よって聾見されたP.3357Vの題不明の-寓本とである(15)｡宴はトマス等はC94寓本の校訂テキ

(ll) ただしS.4293｢穫俄文｣では以下のように異なった ｢六念｣を用いている｡｢第一念価,悌是一切衆

生無上慈父｡第二念法,法是衆生無 [上]良薬｡第三念胤 僧是衆生良友頑田｡第 [四]念戒,戒 [根]

清浄｡第五念施,施心不絶｡第六念天,天是衆生｡常楽我浮｡｣

(12) 田中良昭 『敦煙禅宗文献の研究』,東京1983,p,360ff.によれば,大乗三科にはP.3215,P.3373,P.

4805の三種があり,小乗三科にはS.5531,P.2841,致74,官93,龍82,羽58,裳66,L.1140(-nx.708),

L.1337(-凸Ⅹ.480)がある｡小乗三科のテキストは更にIndlaOfflCeC94にも首尾完結したものが見ら

れる｡またPaulMAGNIN,Unexempledecat6ch6sebouddhique,LesPeLntureSmuralesetles

ManLLSCritsdeDzLnhuang,Paris1984,p.105によれば龍82と裳66とは同一寓本の断片であるというO

(13) 田中前掲書,pp.363-364｡

(14) 田中前掲苦,p.364｡我々のテキストでは大･小乗四諦両方ともに説かれる｡

(15) PaulMAGNIN,D6passementdel'exp6rienceno6tiqueselontroiscourtstrait6sde

M豆dhyamikachinoIS,une6tudedumanuscritP.3357Vo,/ContributionsauxEludesdeTouen-

houang,VolumeⅡ,1984,Paris,pp.263-303+llplanches.該寓本はC93と極めて近い関係にあり,

明らかに同一テキストの別罵本である｡この寓本の出現によってC93の巻頭の映落部分がごく僅かである

ことも分かった｡また知られるように,C93には最後に首題を ｢大乗中宗見解義別行本,奥法師｣,尾題を

｢大乗中宗見解一巻｣と構する短い,｢中宗｣｢見解｣を定義するテキストがある｡このテキストはまた猟立

に同じ標題をもってS.2944V,P.4597にも現われる｡すなわち前者は同じく首題を ｢大乗中宗見解義別行

本｣,尾題を ｢大乗中宗見解本｣とし,後者は尾題を鉄くものの ｢大乗中宗見解要義別行本｣と標題する｡

これによって見れば ｢大乗中宗見解｣はC93のカテキスム本健を指すものではなく,この小さなテキスト

のことを言ったものと考えられるのである｡この説は上記マニヤン氏の論文に詳しい｡だとすれば今後こ

のカテキスムを ｢大乗中宗見解｣と構することは出来ないこととなるが,C93,P.3357Vともに慣用によっ

て暫くこの構呼を襲用する｡
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ストを出版した際に,早くも ｢長巻｣のこの部分を取り上げてこのような同定を行っている｡

以来 ｢長巻｣のこの部分は ｢大乗中宗見解｣であるとされ,誰一人疑うものはなかったのであ

る(16)｡なるほど ｢大乗中宗見解｣であると考えるならば,｢九物｣から始める配列の鮎でも,

四帝の部分のテキストの異同も説明がつく｡しかし問題がないわけではない｡それは ｢大乗中

宗見解｣が ｢六根｣を説く前に ｢間,何者是十八界｡答,六根,六塵,六識,是十八界｡｣と

定義してある部分が我々のテキストに見えない鮎である｡我々のテキストでは,ll.55-57に見

るように十八界を ｢小乗三科｣と同じ ｢眼界,色界-･･｣と認定しているわけであるから,｢木

乗中宗見解｣の上記定義があると撞着を引き起こすことになりかねない｡したがってこの定義

は意囲的に削除されたものと考えられるのである｡また翠に表現上の差異であって,さして重

要な問題ではないと考えられるかも知れないが,意外に鍵になると思われるのは問答の語法で

ある｡｢大乗中宗見解｣は普通 ｢問,何者[是]○○｡答,○○以馬○○｣ とするのを,我々の

テキストでは ｢何名馬○○｡答,○○名(あるいは是)馬○○｣とする｡しかるに敦燥寓本中で

｢三科｣と栴するテキストの方は,知られる限りすべて我々のテキストと同じスタイルを取っ

ている｡且つ,我々のテキスト自身も冒頭にはっきりと ｢三科｣と表示してあることからすれ

ば,｢小乗三科｣｢大乗三科｣のはかに別種の ｢三科｣も存在したとするのがよいと思われる｡

ll.46-50 八日粛及び十五日賓｡ll.ト4とつながるテキスト.下記11.278-288の部分を参照｡

ll.51-53 ｢布薩偶｣｡漢文テキストは前出のC94に見え,｢小乗三科｣の前に筆駕されているが,

全同ではなく最初の部分に若干の異同がある｡すなわちC94では最初に ｢毎月布薩｣ とあり,

｢弟子｣を ｢弟子某甲｣とする｡

ll.53-54 七言四句よりなる偏｡一,二,三句に押韻する (燭韻)｡上の布薩文に関連 して出さ

れたものと思われるが,漢文テキストを見出し得ない｡したがって漢字還元は封書による私案

にとどまる｡

ll.57-62 ｢成三乗,束四智,覚八識,大園鏡智….｣に始まるテキストの字句を勘案すると,

これが)P.3861｢三科法義｣(17)に類するテキストであると分かる｡ただ符合する漢文テキスト

は未検出である｡もっとも ｢三科法義｣によって大略の漢字還元が可能である｡｢長巻｣中で

(16) トマスの仕事を手侍った宮本正号がこのように考えていたことは自明であるが,金山正好前掲論文,

p.335,田中前掲書,p.364なども同じ考えを引き潅いでいる｡

(17) ｢三科法義｣はP.3861では｢三業法義｣と書く｡｢三科｣は寓本によって又 ｢三築｣｢三課｣とも書

くが,すべて書道による靴字である｡本文では誤解の無い限りすべて｢三科｣乃至 ｢三科法義｣を用いる｡
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は11.186-277が ｢三科法義｣の完具したテキストであり,P.3861と封校するに足る｡

ll.63-65 不明テキスト｡最初の ｢拾受端座｣から1.64の ｢….che'usam ge'u｣(超三界?)まで

は11.87-88にも繰り返されて出る｡

ll.65-67 五言四句の偏三種｡前二者は押韻しない｡また漢文テキスト不明｡最後の有韻偏

｢賛鏡家家有,愚人不能磨,返自不能照,塵垢再能多｣は浄土教の ｢大乗辞土讃｣の一節であ

る｡漢文寓本はテキストによりしばしば字句の異同がある｡｢愚人不能磨｣の部分は普通には

｢愚人不解磨｣とする-.また最後の一句を ｢塵垢再能多｣とするテキストは存在せず,すべて

｢塵垢更増多｣であるが,封書によって上の如く定めた｡｢大乗浮土讃｣は日常の儀式にしばし

ば用いられたものらしく,以下のような多数の駕本が見られる:P.2483,P.2690V,P.3697(首

秩),P.3839,S.382(-大正戒No.2828の底本),S.447,S.3096,S.6109,S.6734V,JE8347(生25)｡

またこの ｢大乗浄土讃｣は法照の 『浄土五合念悌涌経観行儀』下巻(18)に収める ｢浄土法身讃｣

と同じものであることが早くに指摘されている(19)｡ペテルブルグのnx.1047寓本はちょうど本

テキストの前までで途切れる不全本であるが(20),｢浄土法身讃｣と題するから法照の 『観行儀』

の部分であるかも知れない｡ちなみに 『観行儀』に収める ｢浄土法身讃｣の題下には ｢此讃通

一切虞涌｣と注してあり,この讃歌が多くの機合に用いられたものであることを示している｡

このテキストが ｢大乗浄土讃｣として軍猿に多くの寓本が作られたのには,この讃歌の非常な

流行が背景にあると考えられる｡樺文願の中に,このような浄土教の譜が出現することは一見

不思議に思われるが,『浄土五脅念俳略法事儀讃』(大正戒No.1983)の努頭に ｢念価三昧是虞
無上深妙禅門失｣というように,法照の併教においてすでに両者を融合させる傾向があったも

のらしい(21)0

ll.68-72上述の ｢三科法義｣中に ｢甚是坐,念不起坐,見本性禅‥‥｣と見え,｢大乗三科｣の

(18) この書の下巻は敦煙寓本にP.2250,P.2963,守屋孝戒膏蔵本 (現在京都国立博物館所蔵),P.3118

Vの四鮎があり,大正戒No.2827には第-の寓本を底本にして第二の寓本で校勘したものを収録する｡

(19)塚本善隆 『唐中期の浄土教』,著作集第四巷 (東京,大東出版社,1976)p.388,p.458ff.

(20) JI.M.MelibIEHKOB,KHTa由cl(HePyIくOImCI4H3nyHbXyaHa,1963,MocIくBa,Pp.ll,38;

OnI4CaHHeI(wra鼓cIくHXPyIく0Ⅰ-HCe妄inyHt･ⅩyaHCI(OrO◎oHEaHHCTHTyTaHaponoBA3HH,BHrlyCIくI,

1963,MocfくBa,p.533.

(21) 佐藤哲英 ｢敦蛙出土法照和尚念備讃｣『西域文化研究』第六,京都,法蔵館,1963,p.207,また田
中前掲書のp.224ff.および田中 ｢念悌秤と後期北宗帝｣『敦煙併典と稗』(-『講座敦煙』八),東京,大東
出版社,1980,p.221ff.などを参照｡
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冒頭にも類似の句があって,『六租壇経』に由来するものという(22)｡ただし我々のテキストは
どれとも同じでなく,又別種のカテキスムの一部と思われる｡

ll.72-84 不明テキスト｡標題は ｢四禅門四□義｣と復元でさそうであるが確信は持てない｡

一種の坐禅儀のようなものか｡漢字を宛てはめてみた箇所も多くが苫てずっぱうである｡漢字

原典が出現せぬ限り,正確な研字は望みが薄い.

ll.85-89 不明テキスト｡十五日で始まるところを見ると,やはり欝日に関するテキストかと

も思われるが不明である.後半11.87-88の一節は同じく11.63-64にも見えていること前述の通り

である｡

ll,90-117 ｢南天竺園菩提達磨樺師観門｣｡このカテキスムには同じくチベット文字で書かれ

た別の-寓本(Pelliottib6tain1228)が存在する(23).両者を比較すると,個別的な舌寓の特徴

にまで一致が見られ,その密接な関係を想像させる｡例えば11.96-7に見える ｢衆林｣ という語

をdzunlimと書く猿特の書寓,1.107で ｢西域｣とあるべきところを'she'she(西西)とするよ

うな誤りなど,すべて両者一致する所である.この二つのテキストは恐らく,一方が一方から

寓したものでなければ,共通の耐本に遡るものでなければならない｡封魔する漢文テキストに

は,S.2583,S.2669,S.6958,P.2058,龍谷大学本がある｡諸本と同じく,このテキストの最後

にも ｢大著念備十種功徳｣が附いている｡

ll.118-173 ｢禰勘禅門｣と題する不明カテキスム｡｢禰勘禅門｣の標題は1.118及び1.126に見え

る｡その内容は慈JL､･悲心 ･喜JL､･拾心の ｢四慈悲門｣,大囲鏡智 ･分別識智の ｢二智慧門｣

を説き(ll.118-142),｢初禅定｣を説く(1.143ff.)｡極めて口語的な要素の多い文髄で書かれてい

るのが特徴的である｡言語史の資料として興味深いものがあるが,その口語性ゆえに漢字復元

に困難があることもまた否定し難い事薫である｡｢禰勤秤｣については,最近,上山大峻氏に

よって北7119(月91)の中に ｢弓爾勘慈悲之秤｣を勧める奇妙なテテストの見えることが始めて指

摘されたが(24),我々のテキストはその ｢禰勘秤｣に関して,新たな-資料を加えるものと言え

よう｡

(22) 田中前掲書p.357ff.

(23)拙著 『敦煙資料による中国語史の研究』p.31,また戒漠封照テキストはそのpp.283-287に出してお
いたのを参照されたい｡

(24) 上山大峻 ｢敦蛙漢文罵本中の備敦綱要書｣『龍谷大学論集』第436竜虎(1990),pp.313-315.
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ll.174-185 不明テキスト｡眼･耳 ･鼻 ･舌 ･身 ･意の ｢心六門｣を問答鰭で説く一種のカ

テキスム (の断片?)0

ll.186-277 ｢三科法義｣｡上に解れたようにP.3861の ｢三科法義｣にはぼ一致する(25)｡P.3861

が ｢行者｣とするのを,本テキストでは ｢優婆夷｣とするなど,個別の字句の異同,また章節

の順序蒋倒などがまま見られるが,まず同一テキストの異本と考えてよいものである｡

ll.278-290 ｢地蔵菩薩十欝日｣｡毎月の一日･八日･十四日･十五日･十八El･二十三日･二

十四日･二十八日･二十九日･三十日(-月轟)には天王や悪鬼が人間の行いを観察するため人

界に下るとされ,そのためこれらの日には欝戒して身を慎むべきものとされた｡地蔵菩薩の十

粛日に関しては,ミシェル･スワミエ(MichelSoYMIE)氏の詳細な研究がある｡同氏によれ

ばもと六欝日であった俳教の賓日が道教の影響によって十奈日になったものという(26)｡またス

ワミエ氏に従えば,関係寓本としてa)S.4175,ち)S.2565V,C)P.3809,a)S.2143,e)S.2568,

f)P.3011,g)S.5892,h)S.4443V,i)S.2567(二種),i)P.3795,k)S.6897V,1)S.5551,m)

C94の十三本十四種が存在する｡これらを形式によって分類すると以下のようになる｡

1.ia),j) 〇日○○下

2.a) 〇日○○下,念00

3.b),C) 〇日[有]○○下界,念00

4.d) 〇日○○下,此日持賓念僕,不堕○○地獄

5.e),f),g),h),ib) 〇日○○下,念○○,不堕○○地獄,持粛除罪○○劫

6.1) OEI奈,念00,00降下,不破窯界(-戒),滅罪○○劫,不堕○○地獄

7.k) 〇日,○○下来日,持賓,不堕○○地獄,属○不○一切○○,除罪○○劫

これから明らかなように,我々のテキストは第五類のe),∫),ど),h),ib)に一致する｡ただし

我々のテキストでは三十日欝の後,更に ｢六月二日辰時,向東躍九拝,除罪三高劫｣｢七月六

日午時,向東躍九拝,除罪三高劫｣が附け加えられているのが注意される｡

VERSO

ll.ト13 ｢南宗讃｣｡一章が三 ･七 ･七 ･七･三 ･三 ･三 ･三 ･七 ･七字の構成で,｢一夏｣か

ら｢五更｣までの全五重からなる,いわゆる ｢五更蒋｣形式の定格聯章の-である｡漢文テキ

ストとしては首尾完備したものにP.2690,P.2963V,S.4173,北8371(乃74),周70(許図案 『敦

(25)P.3861は田中前掲苔p,366ff.に移録されている｡

(26)MIChelSoYMI豆,LesdixjoursdejeanedeKsitigarbha,ContributionsauxEludessur

Touen-houang,1979,Paris,pp.1351159.
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煙経線』所収)およびペテルブルグの◎.171(2円の六種があり,S.5529は七行のみを存する断片

である｡また北4456V(人75)は三更の半ばまでの断片であり,P.4608,S.4654にはそれぞれ最

初のごく僅かな部分のみが見える｡第二章以後の各章を ｢-更長,二更長｣のように,前の垂

の開始部分を繰り返して始める本テキストの形式は,上記寓本のうちではP.2963,S.4173,北

8371,◎.171に一致するが,字句の異同はかなり大きい｡任牛塘 『敦蛙歌常総編』に諸本を纏

合した校訂本がある(28)｡

ll.13-27 ｢法髄十二時｣｡これも前者と同じく定格聯章 ｢十二時｣の形式を取る讃歌｡一章が

三 ･七 ･七 ･七字で,これを十二章っなぐ｡同形式のものに ｢禅門十二時｣｢草道十二時｣等
等と構するものが残っている｡｢法髄十二時｣と栴するのはP.2813寓本の首題によるが,同じ

テキストとして他にP.3113,P.4028,S.5567がある｡ただS.5567は ｢聖教十二時｣と題する｡

テキスト閲の異同がかなり大きく,我々のテキストでも漢字を復元し難い箇所がある｡やはり

任牛塘 『敦蛙歌節線編』に校訂本が収録されている(29)｡

ll.28-34 ｢維摩讃｣.法照の 『浄土五含念併涌経観行儀』(鹿本)巻中(30)及び 『浄土五台念俳略

法事儀讃』 (31)(略本)ともに収める｡南テキスト閲の違いはごく僅かであるが,我々のテキス

トとは異同が比較的大きく,復元不能の箇所もある｡また両テキストにあるルフランの ｢難思

議｣及び ｢難恩議維摩詰｣は寓されていない｡

ll.34-43 ｢鮮道場讃｣｡渡文テキストはP.4028,P.4597,S.779,S.1947,S.5572,S.5652,S.5722,

S.6143,北7845(奈46), 北8369(墓100)の計九鮎の存在が知 られる｡ その中にあって,

P.4028が ｢法髄十二時｣を績けて書蔦するのは我々のテキストと似通っていて注目される｡虞

川尭敏氏はこの ｢解道場讃｣も法照浄土教に関連あるものとする(32)｡

1.44 不明テキスト｡四言七句よりなる誓願偏｡

(27) M eHbLIIHI(OB 前掲書 pp.12,42,OrIHCaHHe,p.527.

(28)上海古籍出版社,1987,下筋p.1429ff.

(29)下研p.1389ff.

(30) この書の巻下には敦種の寓本が存在すること前述の通りであるが,巻中はP.2066が唯一の本で,大

正蔵 (No.2827)もこれによる｡

(31) 大正戒No.1983.

(32) 鹿川尭敏 ｢教壇出土法照関係資料について｣『浄土教の研究』京都,永田文昌堂,1982,
p.201.
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ll.45-52 ｢云何党｣及び ｢讃誓文｣｡これは法照 『浄土五合念併略法事儀讃』に示された法事

の順序で最初に薦されるべき侶頚の歌唱と譜悌菩薩の奉請との部分に嘗たる(33)｡同書には 『大

柴浬柴経』第三長寿品に由来する ｢云何得長寿,金剛不壊身,復以何因縁,得大聖国力｣及び

｢云何於此経,究責到彼岸,願併閲微密｣という二種の偏を出しているが,本テキストに見え

るものはそのうちの後者のみである｡績く諸俳の奉請文にも若干の相違がある｡すなわち 『略

法事讃』では ｢樺迦牟尼悌｣｢十方三世悌｣｢阿禰陀備｣｢観世音菩薩｣｢大勢至菩薩｣｢十方諸

大害薩摩討薩｣｢十方著聞線覚一切賢聖｣の順に奉請しているのに封し,本テキストでは ｢阿

禰陀｣を第二位に置き,ついで ｢富来下生禰勘専悌｣を追加している｡我々の ｢長巻｣には

｢摘勘秤門｣というテキストも書寓されていたことを考えあわせると,この ｢禰勘専併｣の追

加は興味深いものがある｡

ll.52-60 十方僻に封する憾悔｡すでに緒言で梱れたように,この部分はサイモンによって漢

字還元が馬されている｡漢字テキストの符合するものは残念ながらなお見出せない｡漢字の復

元にあたってははぼ全面的にサイモンにしたがってよいと思われるが,-箇所 ｢下腹金剛座｣

は ｢解脱金剛座｣に改めるべきであろう｡

ll.61-67 ｢十願讃｣｡龍谷大学所蔵の讃歌集 『法照和尚念併讃』(『西域文化研究』第六)に含

まれる ｢阿禰陀讃文｣中の ｢十噸讃｣にあたる｡｢阿禰陀讃文｣はまた同種の讃歌集である P.

3216,P.2483にも見え,｢十願讃｣のみを軍猟で寓したS.4504Vもある｡各テキストは舌通に

よる文字遣いの相違以外にも,若干の異同がある｡我々のテキストは以上のどれとも完全には

合致しない｡

ll.67-74 讃｡七言二十句,隔句押韻する｡最初の八句は法照の 『浄土五舎念併涌経観行儀』

巷下に見える ｢校量坐稗念併讃｣に一致する｡

ll.75-83 不明の讃｡七言二十句,押韻しない｡

ll.84-91 覆願文｡七言十七句と五言五句からなる｡押韻はしない｡形式が整わない鮎を考え

ると,鉄落があるかも知れない｡漢字還元はほとんど封書による類推であるが,ll.89-90に見

える ｢衆生無達誓願度,煩悩無遠誓願噺,法門無遠誓願撃,無上僕達誓願成｣はS.2354(-大

正No.2856)｢頑俄文｣中の ｢志JL､尊厳｣下に見えるので確賓に復元できる｡

(33)塚本前掲書p.401ff.を参照｡
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敦蛙寓本中には数多くの穫憾類が存在しているが,その中でも ｢碍憾文｣とか ｢藁昏穫憾｣ と

いった標題をもつものが非常に多い(34)｡これらは三階数の儀式に用いる ｢七階穫憾｣ と密接な

つながりを持っ,というよりもむしろほとんど同じものと構 してよいものである(35)｡すなわち

井ノロ泰淳氏によれば,｢七階俳名｣が五十三価,三十五俳,二十五俳などの備名を一々羅列

するのに封して,｢穫憾文｣では緒数のみを出して簡略化 したものだと言 う(36)｡そして我々の

駕本の最後を占めるテキストは賓はこの種の ｢頑豊憾文｣の一つであることがわかる｡以下順を

追ってその構成を見てみよう｡

ll.92-94a 普通には最初に置かれるべき ｢香華供養｣の文が映け,その代わりに ｢摩討般若披

羅蜜｣を二度繰り返す｡次いで ｢如来妙色身.川岸命穫常住三賛｣の偏が書かれる｡ これは

P.2692に従えば ｢清浄究｣というものであるらしい｡その ｢清浄究｣に績いて十方俳名を列挙

する途中で終っている｡ しかし ｢十方悌名｣がここに置かれるのは例がなく,多分誤 って混入

したものと思われる｡宴際には,以下に述べるように,1.94は次の不明テキス トを挟んで1.102

に接績するものである｡

ll.95-101 不明テキスト｡

ll.102-110 この ｢施食呪頗｣｢布施呪頗｣を含む部分はS.1473Vの初め第三行以下に書寓さ

れているものに非常に近い｡S.1473V鴬本は紙端が破損しているものの,残 った部分に上述の

｢清浄究｣が置かれているから,上の11.92-94はここに前接するものであることが分かる｡

ll.111-149 まず ｢香華供養｣,次いで ｢歎併功徳｣として ｢併有三十二相,八十随形好,≡

(34) 井ノロ泰淳 ｢敦煙本 ｢穫憾文｣について｣『岩井博士古稀記念典籍論集』(1963,東京)pp.80-890
井ノロ氏はこの種の ｢穫憾文｣の寓本としてS.236,S.332,S.1084,S.1306,S.1473V,S.2354(-大正

No.2856の底本),S.4293,S.4514,S.4680,S.5484,S,5490,S.5552,S.5562,S5620,S.5645,S.5651,

S5808,S.5892,S.6206,S.6557の二十鮎を挙げたが,更にS.4909,S.4300,S.5633,P.2692,P.2991,

北7158(奈27),北7077(雲68)Ⅴを数え得る｡大正No.2854の底本となった中村不折奮蔵本もこの数に加

えねばならないこと勿論である｡この数は敦煙害本全髄を更に精査すればなお容易に増加させ得るであろ

う｡ちなみに標題の存するものを列記すると以下のようである｡S.236:穫憾文一本;S.5562:穫憾文一本;

S.5490:責昏穫憾文一本;S.5620:責昏穫憾 ;S,5651:穫憾文一本;P.2692:貢昏穫憾 (ただし尾題には

寅朝頑憾文一巻とある),S.4293:毒昏六時穫憾｡

(35) 三階数研究のパイオニアである矢吹慶輝氏も｢産憾文｣S.236を ｢七階悌名｣の一種と見なしていた

らしい｡矢吹 『三階数の研究』(1927,東京),pp.521-523,別篇p.1780

(36) 井ノロ前掲論文p.82.
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界度衆生,見所成併｣の偏が書かれる.次に ｢敬穫七階諸併｣｢憾悔六根罪｣｢至心尊願｣｢焚

唄文｣｢設備文｣｢三蹄依文｣と頂き,その後 ｢黄昏無常偏｣｢初夜無常偏｣に移る｡本来,さ

らに ｢中夜無常偏｣｢後夜無常侶｣｢午時無常侶｣が存在するはずであるが省略されている｡こ

の形は中村不折膏蔵本,S.1473V,S.5562など割合多い｡そして次ぎに ｢廻向費願｣が書かれ

るが,この順序もS.1473Vと符合する｡

ll.150-195 S.236のような比較的本来の形を保っていると思われる寓本では,｢蓑昏｣から

｢午時｣まで五時の無常偏を出したあと直ぐに ｢寅朝穫憾｣に移るが,我々のテキストではも

う一度 ｢香華供養｣及び ｢歎併功徳｣を繰り返しており,猫立の ｢穫憾文｣を構成しているよ

うな印象を受ける｡｢歎悌功徳｣には上の場合とは異なり｢併面猶如浮満月｣に始まる七言八

句のものが用いられている｡この偶を出すのは,知られる限りでは,P.2991,S.5562,S.5620

の三寓本である｡次ぎに十方諸僕等への敬躍,廻向文が績き,｢至心憾悔｣｢至心勧請｣｢至心

随喜｣｢至心廻向｣｢至心蓉願｣,そして ｢寅朝穫憾偶｣が置かれる｡普通にはここで終りとな

るはずであるが,我々のテキストでは更に ｢午時無常偏｣｢中夜無常侶｣｢後夜無常侶｣が書か

れている｡この三時の偏は先に省略されていたために,最後に至ってこれを補ったものと見受

けられる｡尾題に ｢寅朝穫憾文一奄｣ とすることはP.2692にも見える｡果 してこれが

ll.150-195の部分のみの題名であるのか,1.111以降の穫憾全健の題名であるのかは問題である

が,おそらくは全髄を指しているのであろう｡この種の ｢程憾文｣は軍に ｢穫憾文｣と栴した

り,また ｢葺昏穫憾文｣とも栴することは既に述べたが,六時の憾悔のうちでは ｢寅朝穫憾偏｣

が特に重要かつ特別なものであるためにこれを ｢寅朝穫憾文｣とも構したものと思われる｡

｢黄昏穫憾文｣というのは六時の偶のうち ｢葺昏無常偏｣が最初に出るからであろう｡
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蒋寓テキスト

ー 以下は ｢長巻｣テキストのローマ字蒋寓に,それに封磨する復元漢字を添えたものである｡

二 さまざまな理由により嘗面漢字に復元が出来ない箇所には口を首てる｡

三 漢字復元に嘗たっては基本的に封書の形を尊重する｡そのため,封鷹する漢字テキストが

存在する場合でも,封書上説明困難である場合には口を入れてあることが多い｡

四 漢字テキストとの封照から衛字と考えられるチベット文字音節の下には口を附けない｡

五 チベット文字の特薦は基本的にワイリー方式によったが,◆を'a,◆を"aとして区別する

リゲティの方式を援用した｡またいわゆる反蒋キク字 (gi-guinverse)は主で表記する｡

六 特薦に用いたその他の記坂は以下のとおりである｡

( ) 抹消された文字

＼ / 摘入部分

[],[n]etc.断裂部あるいは不明瞭部分｡状況から判断し得る謹みは括弧内に補記

する｡

七 章節を明示する記境が何種頬か用いられているので,それらを以下のように匝別する｡

¶

§
#

◎OC

･十
L

e◆
◆

◆

◆

◆

◆

◆

IndiaOfficeC131(Ch.9皿17)

RECTO

001 『//'cha'主ge'u/'gyardz主ncha'吉Zhimzhira/'cha'主zhige'u/ge'iuzhimzhira/
粛 戒 月 轟 粛 甚 事 樹 霜 是 戒 戒 甚 事 口阿

ge'uzhldwa'u/
戒 是 道

002 'dyamzhlmWurra/nyamshikya'bu'j主wur/'sunbyanzhimzhira/'sunbyanzh妄
念 甚 悌 唱 念 揮 迦 牟 尼 俳 □ □ 甚 事 晒 □ □ 是

da'i'byamthenwo/
大 変 天 王

003 'pu'phwacha'主/pu'phwage'ushe/'byar'o'byar'tigzhimra/1主'olitigzhimra/
不 破 粛 不 破 戒 是 滅 汚 滅 得 甚 咽 離 汚 離 得 甚 桐

'byarshe"itshen
滅 是 一 千
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004 'pwegkyabdzwa'u/1主tigto"a'idi'gywog//○/'guge'u/"主rpu'shar'she'u/
百 劫 罪 離 得 □ □ 地 獄 五 戒 - 不 殺 生

'dzi'muncu

慈 愚 衆

005 'she'i'gu/○ 'zh主pu'thi'u'dwa'u/'zhe'u"主gyi'udzegu/○ 'sampu'zwya'hye'u
生 故 二 不 倫 盗 鏡 益 有 情 故 三 不 邪 行

/'S主'udze'ba'm'hye['u]
修 辞 究 行

006 gu/○'dz主pu'wo'gyu/1icu'kh主'u'gwagu/○'gupu"yi'mdz主'u'zh主'zhug/
故 四 不 妄 語 離 諸 口 過 故 五 不 飲 酒 食 肉

1主'gu'ch主gu/○
離 愚 痴 故

007 ¶/'lugnyam /'de"y主rnyamwur/'gywant主g'wurshin/○ 'de'zhinyam
六 念 第 一 念 併 願 得 悌 身 第 二 念

'phwab/'phwab'1un'zhojwan
法 法 輪 常 蒋

008 0'de'samnyam'sing/'d主'u'tha''khu'hye'u/○/'de'zinyam'zi/'zi'sim
第 三 念 僧 頭 陀 苦 行 第 四 念 施 施 心

'pu'dzwar/○
不 絶

009 'de'gunyamge'u/ge'u'kin'tshe'tshe/○'de'1ugnyamthen/'then'de'u'der
第 五 念 戒 戒 根 清 浄 第 六 念 天 天 大 浬

'pan/'jo
架 常

010 '1ag'ga‥dze/ 'sarpkwa§ / /'buncunggyi'wur'zhe''sh主n/'dab/
楽 我 静 三 科 聞 衆 幾 物 成 身 答

gy壬uWur'zhe
九 物 成

011 'sh主n/◎ha''mye'yug主'uwur/'tab/'zha'Z主'de'u'gu‥"un/'zhi'myegi'u
身 何 名 馬 九 物 答 □ 四 大 五 蕗 是 名 九

wur/
物

012 ◎'Z主'de'uyi'ugyijung/'tab/'zi'de'uyi'u'zhi'jung/◎ 'ha‥mye'iyi'u'zhi
四 大 有 幾 程 答 四 大 有 二 種 何 名 馬 二

jung /'tab/
種 答

013 "ir'ja‥gwa'主'zi'de'u/'zh日a''da'u'Z主'de'u/◎ 'ha‥mye'y主'u'gwa'主zi'de'u
- 者 外 四 大 二 者 内 四 大 何 名 馬 外 四 大
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/〉tab
答

014 0/d主'/'zhu'/'hwa'/'pung/'zh主'mye'gwa'主'zida'u/◎ 'ha''myeyi'u
地 水 火 風 是 名 外 四 大 何 名 馬

'dwa'uzi'de'u / 〉tab

内 四 大 答

015 'dwa'uyi'u/kur'zhugkyan'ge'u/yi'u'yudi'deナu/'hywar/'zuts主'zhun/
内 有 骨 肉 堅 硬 以 馬地 大 血 髄 津 潤

yluyuZhu
以 馬 水

016 'da'u/'the‥chu川un'dwan/y主'u'yu'hwada'u/'chur'sig'zhib'sig/yi'u
大 磯 之 温 暖 以 馬 火 大 出 息 入 息 以

I
yupung
馬 風

017 'da'u/◎/'haHmye'yu'u'khung'sheg'zhi'da'u/'tab/'khungda'uja'/'hyu
大 何 名 馬 空 識 二 大 答 至 大 者 虚

thung 'pung /'sh主g
通 分 識

018 'da'uja'/'lyo'bywar'sim /◎ 'ha‥myeyu/川主n'da'u/'ga'm 'ga'主/'tab
大 老 了 別 心 何 名 馬 園 内 感 外 答

/'da'uyi'u/
内 有

019 'kur'zhugkyan'ge'u/'bo'zo'ga'mtig/'dwa'uyi'u'di'da'u/'gwa'主yi'u/'hywar
骨 肉 堅 硬 妄 想 感 得 内 有 地 大 外 有 血

zu/ts主[]
髄 津

020 'zhun/wozoga'mtig/'ga'uyl'uzhuda'u/'dwa'uy主'the'chu'"un'dwan/wozo
潤 妄想 感 得 外 有 水 大 内 有 髄 之 温 暖 妄想

ga'mtig/
感 得

021 'dwa'uy主'u'hwa'de'i/'gwa'喜yi'u/'chur'sig'zhlb'sig/'wozoga'mt喜g/
内 有 火 大 外 有 出 息 入 息 妄想 感 得

gWa壬ylu
外 有

022 'pung'da'i/◎/'ha''myey主'u'gu'"un/'tab/'sheg/'zh主'u/'zyo'/'he''i
風 大 何 名 馬 五 蕗 答 色 受 想 行

'sh主g/
識
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023 'zh主'mye'gu'"un/◎ /ha‥myeyi'u'sheg"un/tab/'hye'ga'iyi'yusheg
是 名 五 蕗 何 名 馬 色 蕗 答 形 磯 以 篤 色

"un/◎ / 'ha''mye
蕗 何 名

024 'yu'zh主'u"un/tab/'1e'da'b'myeyu'zhu'u"un/◎ /ha‥myeyu'zywo"un/
馬 受 蕗 答 領 納 名 馬 受 蕗 何 名 薦 想 蕗

tab /
答

025 'si'si'zhu'zhu'zh主'zyo'"un/◎/ha'myeyu'he'iu"un/tab/'dza'utsag'mye
ロロ ロ ロ(i)是 想 蕗 何 名 篤 行 蕗 答 造 作 名

yu
馬

026 he'i"un/◎ /ha‥myeyu'shig"un/tab/'pun'pyar'myeyushig"un/◎ /
行 薙 何 名 馬 識 薙 答 分 別 名 馬 識 蕗

ha'mye
何 名

027 yu"un/tab/'"unja''puga=ici'gyi/◎ /ha‥myeyu"yin /tab"y主mja
馬 蕗 答 曲 者 覆 蓋 之 義 何 名 馬 蔭 答 蔭 者

tsibdzibci

積 衆 之

028 'gyi/◎ /ha''myeyu'1ugk主n/tab/lugkin/1ugj主n/1u'gsh主g/'zh主'mye
義 何 名 馬 六 根 答 六 根 六 塵 六 識 是 名

'1ug'kin /
六 根

029 ◎ /ha''myeyulug'kin/tab/'gan/'zhi/'by主r/zhar/'shin"y主/'zhi
何 名 馬 六 根 答 眼 耳 鼻 舌 身 意 是

mye〉lug〉kin/
名 六 根

030 ◎ /ha‥myeyu〉lug'shig/tab/'gansh主g/'zhishig/'byir'sh主g/zhar'shig
何 名 馬 六 識 答 眼 識 耳 識 鼻 識 舌 識

/'shin'shig/
身 識 ･

031 "y壬'shig/'zh主myeyulug'shig/◎tab/haHmyeyulug'jin/tab/'sheg/
意 識 是 名 馬 六 識 答 何 名 馬 六 塵 答 色

'she/'hyo / 'by主/'chog /
馨 香 味 鰯

(1) □ロロロ四字,p.3357V,C93ともに ｢思想｣の二字｡また ｢小乗三科｣各窯本は ｢取合 (捨)｣とする｡
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032 'phwab/'zh主'myeyulugj主n/ha‥myeyu'shim'zhi'zhib/tab/'gan'zhib/
法 是 名 馬六 塵 何 名 馬 十 二 人 答 眼 入

'zhi'zhi/'bywir'zhib /
耳 入 鼻 入

033 zhar'zh主b/'shin'zhib/"y主'zhib /'sheg'zhib/'hyo'she'zhib/'hywo'zhib/
舌 人 身 入 意 入 色 入 香 聾 入 番 人

'bywi'zhib/'chog'zhib /
鼻 入 鰯 入

034 'phwab'zhib/'ganding/'1ug〉kin/'yu'dwa'u/'1ug'zhib'shegding/'dwa'主
法 入 眼 等 六 根 薦 内 六 人 色 等 内

'gwa'主/ 'zh主 1ug'myeyu
外 二 六 名 馬

035 'sh主m'zhi'zhib/# / / 'zhib'p arge'u / / 'samba'uyi'ug y i cung /ta b /
十 二 人 十 八 界 三 賓 有 幾 種 答

samba'uyi'usamjung /
三 賓 有 三 種

036 ha''myeyusamjung/tab/wurba'u'phwabba'u/'singba'u/'myeyusam
何 名 馬 三 種 答 併 賓 法 賓 僧 賓 名 馬 三

ba'u◎ ha'myeyuwurba'u /.
賓 何 名 馬 併 賓

037 tab/"irja"y主rdewurba'u/'zhijabyar'zo'phwab'ba'u/'samja'juci'sing
答 一 着 一 億 備 賓 二 者 別 相 法 賓 三 者 住 持 僧

ba'u/◎ /ha''myeyu
賓 何 名 馬

038 '[]ubyarzo'phwabba'u/tab/'phwab'sim theyu'bye'u'kog/'myeyuwur
別 相 法 賛 答 法 身 髄 有 妙 覚 名 馬 併

ba●u/'phwabsin theyu'bye'u'gu
筆 法 身 髄 有 妙 軌

039 'myeyu'phwabba'u/'phwabsimtheyuli'bulijye'/'myeyu'singba'u/◎ /
名 馬 法 賓 法 身 鰭有 離 達 離 学 名 馬 借 賓

ha''myeyu]uci'slngba'u
何 名 馬 住 持 僧 賓

040 tab/'jolug'hwa''shin'myeyuwurba'u/'shim'zhiwun'lwur/'myeyu
答 丈 六 化 身 名 馬 悌 賓 十 二 分 律 名 馬

'phwabba'u/da'ishingzhibzin
法 賓 大 乗 十 信

041 'yy主zho/'chu'gwa'/'yy主g'gwa'/'myeyyu'singba'u/◎ /ha‥myeyuwur
以 上 初 果 以 下 名 有 僧 賓 何 名 馬 悌
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ba'u/tab/ 'dekhamzuzyo/'mye
賓 答 泥 亀 塑 像 名

042 yuwurba'u/'cug'be'g'ji'bug/'myeyu'phwabba'u/'thetsi'syeg'pyar/
薦 併 賓 竹 烏 紙 □ (2) 名 馬 法 賓 剃 髭 別 髪(3)

'phyija'i'myeyu'singba'u /
□ 蔚(4)名 馬 倫 賓

043 ◎ /ha''myeyuy主'uzide/tab/khu/'dzib/'byar/'dwa'u/'zhimyezi'de'
何 名 馬 四 諦 答 苦 集 滅 道 是 名 四 諦

/◎ /ha''myeyuze'u'shingzide/
何 名 馬 小 乗 四諦

044 tab/'she'主/'Z主/gwa‥yukhu'de'/'phwan'dwa'u'gyab'yu'dzyib'de/
答 生 死 果 馬 普 請 .煩 悩 業 薦 集 諦

'dzy主g'byar'byaryu'byarde/ge'u
寂 滅 滅(5)馬 滅 諦 戒

045 deHmye'yudwa'u'de/◎ / ha''myeyuda'主shingzi'de'/tab/'ci'she'主/
定 名 馬 道 諦 何 名 馬 大 乗 四諦 答 知 生

'wushe'ikhu ('byar)de/ci'byarwu'byar'byarde
無 生 苦 諦 知 滅 無 滅 滅 諦

046 C主zib'wu'hwahab'dzibde'/'y主g'bu'zhi'phwabもigdwa'ushe/'zhi'myedwa'u
知 集 無 和 合 集 諦 以 無 二 法 得 造 型 是 名 道

'de/#//'par'zhir/
諦 八 日

047 'dyamzhimwur/'dyamzh主'yag'sh主1与'ul主kowur/'sun'byanzh主tha'主tsi/pu
念 甚 併 念 是 薬 師 瑠 璃 光 備 □ □ 是 太 子 不

'phwacha '主 / phu'phwage'u
破 粛 不 破 戒

048 she/1主'olitigzhimra/'byar'o'byartigzhimra/'byarte"ipegzishibkyab
是 離 汚 離 得 甚 咽 滅 汚 滅 得 甚 嘱 滅 得 一 百 四十 劫

dzwa'主/1itig'buntsha'ud主
罪 離 得 糞 草(6)地

049 gyog /◎ /'sh主m'gucha'主she/nyamzhimwur/nyamzhe"amyitawur/
獄 十 五 欝 是 念 甚 悌 念 是 阿 禰 陀 悌

sunbyan'wozhe[]'i'gudwa'uda'主
ロ ロ ロ ロ ロ 五 道 大

(2) 口までの四字,P.3357V,C93ともに ｢紙素竹烏｣に作る｡｢小乗三科｣各本も同じ｡

(3) ｢剃髭別髪｣四字,C93作 ｢剃髪｣,p.3357V作 ｢別髪｣.｢小乗三科｣各本は次の二字とあわせ ｢凡夫比丘｣とするo
(4) ｢□資｣二字,C93作 ｢染依｣,p,3357V作 ｢染衣｣.

(5) C93,P.3357Vともに ｢理｣｡

(6) ｢糞草｣二字,S.2568,S.4443V,S.5892作 ｢糞尿｣,P.3011作 ｢番廉｣,S.2567作 ｢粉草｣｡
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050 'sh主ng/ 'pu'phwacha'主'pu'phwa'ge'ushe/'byar'she'byartigsampegkyab
紳 不 破 奈 不 破 戒 是 滅 是 滅 得 三 百 劫

zwa'主/1itighanpyingdigyog /
罪 離 得 寒 氷 地 獄

0511#//'bu'sar/C主njung"is主mnyam /detsetsungdzyen'bu'sar/ji'kyim wu
布 薩 珍 重 一 心 念 弟 子 従 前 布 薩 至 今 布

'sar/yyi'sh主cangka[n]
薩 於 時 申 開

052 'sam'gyabpugyin/jungtapuzhan/dwa'ulwancinjung/'yu'gyandzilpyi'bu
三 業 不 近 種 多 不 善 悩 乱 珍 重 唯 願 慈 悲 布

zhi'hwanhyi/◎ 'yu
施 歓 喜 唯

053 'gyantshetshe/#'gywar'dzinjicha'iphll'bam'chog/'ywanmangwabo'u
願 清 浄 月 義 持 奈 不 犯 鰯 囲 漏 果 報

tsh主rgyutsog / 'kamcha'u'cha'u
悉 具 足 □ 欝 奈

054 wo'1a'uwogwa/pu'phwa''yamlodwa'idi'gwog
往 来 □ 果 不 相 聞 羅 堕 地 獄

055 #/ /'gange'u/shegge'i/sheg'shigge'u/'zh主ge'u/'shege'u/'she'shig
眼 界 色 界 色 識 界 耳 界 馨 界 菅 識

ge'u/ 'byige'u
界 鼻 界

056 'hywoge'u/'hywo'shigge'u/'zharge'u/'byige'u/'byi'shigge'u/'shinge'u
香 界 香 識 界 舌 界 味 界 味 識 界 身 界

/'chogge'u/'chogshig
解 界 解 識

057 ge'u/"y主ge'u/'phwabge'u/"yi'shigge'u/§ / /'zhe'samshing/'shogzi
界 意 界 法 界 意 識 界 成 三 乗 束 四

ji/1ampar'sh主g /
智 覚 八 識

058 'da'uywangye'ji/'bye'ukwan'charj主/'byed主ngcinj主/'punbyar'shigji/#
大 囲 鏡 智 妙 観 察 智 卒 等 虞 (7)智 分 別 識 智

/ / 'sim 'she'u'hyi'hywar
JL､ 生 ⊂ □

059 'gudwa'uci'mun/'tshirba'ugyi'sheg'shin/'C主nj主'hwagwa'mun/cinjiwur
悟 道 之 門 七 賓 □ 色 身 虞 智 □ □ 門 真 智 併

ze/'phude'derpan/"ala
性 菩 提 浬 磐 阿頼

(7) p.3861作 ｢性｣｡
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060 ya'sh主g/da'uywangyeji/khung'zhula'udzwa/『// "a'u"a'u'myeyu
耶 識 大 囲 鏡 智 空 如 来 戒 填 填 (8) 名 馬

da'u/'yunja'yu'myezhing/'tshen'shing
大 連 載 烏 名 乗 天 来

061 'zhib'byanshing/'ywankeg'she'bun'sh主ng/'by主'byir'sim'1i'uJ'u/'myeyu
入 口(9)乗 縁 覚 著 聞 乗 □ □(10) 心 留 任 名 馬

'shwarda'主shing/'zhimzhi
説 大 乗 甚 是

062 da'uya'/'zh主mzhi'shing/'gwa'u'mun'yuda'iu/'1i'mun'yuci/1icu7hwa'
大 也 甚 是 乗 外 門 馬 大 裏 門 烏口 ロ 口 和

hab/go'mye'shwarda'ishing
合 故 名 説 大 乗

063 §//zhazhi'udwandzwa'bag'hwa'主[kha]nhingcikoghye'dwa'主gwa'両e'u
拾 受 鵡 坐 莫 廻 看 ロ ロ ロ ロ 内 外 照

/'pu'sar'simhe'iliti'uje'u/
菩 薩 心 行 □ □ 照

064 'bu"i'wurzhiche'usamge'u/'h主ng'ga'de'uzhi'u/zham'hwagci'mun/'bye
無 意 併 是 超 三 界 ロ ロ ロ ロ 染 惑 之 門 口

khi'ukyam /kha'主khi'uko'/
□ □ □ □ □

'1ug'g主gda'u'mun/kyimkoshigdwa'u
□ □ □ □ 金 剛 ロ ロ

065 ky主mkopu'hwa'主'shin/ky主mdzipu'she'u/'bundzipu'byar/ §//dzwa
金 剛 不 壊 身 金 自不 生 糞 自 不 滅 坐

shan'se'uyajo'/'jing'sampu
樽 酒 耶 嬢 謹 三 不

066 koghyan/he'u'shupukogjung/dwa'u'shutigsim='in/#//'kin'zim
覚 口 □ □ 不 覚 口 □ □ 得 心 印 □ 自

khungli'she7u/zhuzho
杢 裏 生 水 上

067 tshe'ucungywab/'pung'chuywabpudung/'zhircigdzwa'ining'sen/#//
華 中 葉 風 吹 葉 不 動 日 逐 再 能 鮮

ba'ugyeka‥ka'yi'u/'gyu'zhinpu
賓 鏡 家 家 有 愚 人 不

(8) ｢填填｣二手,p.3861作 ｢核咳｣｡

(9) ｢入口｣二字,P.3861作 ｢及地｣｡

(10) ロロ二字,p.3861作 ｢於彼｣｡

〔21〕 360



東 方 学 報

068 'ning'ba'/'bwandzipu'ning'dze'u/'jinthu'dzwa'主'ningta/#/ / 'ha'
能(ll) 磨 返 自 不 能 照 塵 土 再 能(12) 多 何

myeyudzwa/'dyampukhy主dzwa/
名 馬 坐 念 不 起 坐

069 ha'myeyu'zhan/gyanbun'zezhan/ha'myeyukhyi'/khyizhebye'/'ha'
何 名 馬 帝 見 本 性 秤 何 名 馬 起 起 是 病 何

myeyukog/kogzhimmaリ kogzhi'yag
名 馬 党 費 甚 麿 ー党 是 薬

070 byezhizhimbye'/'bu'sh主'kyabla'u/'wo'sim /(cujug)'si'byi'/'sujug/
病 是 甚 病 □ □ □ □ 妄 心 □ □ □ □

'dza'utsag/ 'gyabzheshebye'
□ □ 業 □ □ 病

071 yagzhimzhira/'ningkegcu'chin/'phudezhiyag/'bu'si/'bunyam /'bu
薬 甚 事 咽 能 覚 詩 境 菩提 是 薬 無 恩 無 念 無

wo/'bu'simzh主mma
妄 無 恩 甚 摩

072 'bu'S主zhezhan/'bunyamzh主mma/'bunyamzhige'u/'bu'wozhim /'buwo
無 思是 秤 無 念 甚 摩 無 念 是 戒 無 妄 甚 無 妄

jihywe/〇〇〇/
智 恵

073 #//zizhan'mun'd-Z主"yu'gyi/ /dzwating'su'by主pukyekhyung/'zhi
四 禅 門 四 □ 義 坐 □ □ □ 不 □ □ □

'zhikwa'uhe'u'sim

[コ ロ [コ 心

074 bye'she'u/byi'bugci'sim'bukyeju/kha'主'gankwan'sim"yilibye/byeli
病 生 ロ ロ 之 心 無 □住 開 眼 観 JL､-離 病 病 裏

'bubyepu'kyujug/
無 病 不 □ □

075 'thamyogtheze"yipubye/ /jul主bdwan'gyam'dzibhyilun/dzibdzibpu
含 欲 ロロ ー不 病 住立 端 厳 執 □□ 執 執 不

1主blibpuywan/
立立 不 □

076 'ca''baggo'pung'banchu/'zhibli'buywan'hyenka'hywan/cutsh主n'zhuyi'u
□ □ ロ ロ ロ ロ 執 裏 無 口 ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

pula'utsen/
□ □ □

(ll) 諸本作 ｢解｣｡

(12) ｢再能｣二字,諸本作 ｢更増｣｡
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077 'lyoyi'uz-dz主1ibkeg'sim'ywan/nyamnyamci'S主m'bukyeju/gy主'ulib°in
□ □ □ 立 党 心 口 念 念 之 心 無□住 □ 立 □

'mundo'tshi

門 首 □

078 'ywan/ /'he'主cu'su'syu'gyi'uguzu/ka'u'phan'ha'jam'puyum'shi/
口 行 諸 口 □ ロ ロロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

079 'jungzhi'chog'bug'zheu'uc主gye/C主'simle'ule'upuzh喜'u'ch主n/'ts由yi'u'yujin
､□ □ □ □ □ □□ □□ ロ ロ 不 受 唄 即 有 ロロ

080 tseg'yutsung/'simgyi'shongwopujukhung/y主my主mdamdzyoda'u'shu'zhi'
口 □ □ 心 ロ ロ ロ不□ □ □ □ □ □ □ □ □

/'khyiyigla'u
■ 豊■

081 tsen'zhuyigthub/ /'ka'u'gwa'dze'hyiju'phwab"yin/'gwa'主'sikhan叫'u
ロ ロロ ロ ロ ロ ロ D任 法 □ □ □□ □

dzikwa'u
□□

082 zhung/'simti'uhye'gyamli'zhu'sho/jankyag'jo'myen'jib'hyiユun/'tha
ロ 心 □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □

'dabtabdukhyogzhi'ucidi'u'phwanludzwar/
納 ロ ロ ロ ローロ ロ ロ ロ ロ

083 'zhicin'ju/ § / / 'lujukin/'bujudepe'uzandwa'u/'泊gdzegwa/hyweb
ロロロ ロロロ ロロロロ ロ ロ ロロ ロ ロ

zhi'u'zhib

□ 入

084 'derpan/
浬 薬

085 §//shim'gu'zhir/hwashang'phabmye/zhan'sim"yi'ubayi/'sam'ca'u
十 五 日 和 尚 法 名 善 心 優 婆夷 三 禁

086 'guge'u/da'u'shinggyutsog/'phuyiya'/gyergwathende/("a'ili[]'si)/
五 戒 大 乗 具 足 □ □ロ ロ ロ ロ ロ

087 'busi'dyam /'bu'wo/zhazhi'udwandzwa'bagwwahwa'ikhan/hingcikog
無思 念 無 妄 拾 受 端 坐 莫 廻 看 □ □□

hye'dwa'i
■ 摂1

088 'gwa'ize'u/busarslmhe'uliti'uje'u/'buyiwurzheche'usamge'u/
外 照 菩薩心 行 □□照 無意併是 超 三 界

089 dartigbyi'gan /
達 得 彼 岸
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090 ¶//'namthencugkoug'phudedarma'zhan'sh主kwan'mun/'wunywar/ha一
南 天 竺 囲 菩 提 達 磨 禅 師 観 門 間 日 何

myeyuzhande/tab
名 馬 禅 定 答

091 ywar/zhanyulwan'S与m'pukhy主/'pudung/'wunyam'yu'zhande'/twan
日 揮 篤 胤 JL､ 不 起 不 動 無 念 鵠 禅 定 端

'S主mjenyam /'pu'she'u/'pu'bya[r]
JL､ 正 念 不 生 不 滅

092 'wukhyi/'wula'u/'jwam'zhanpudung/'myeci'yu'zhande/ha‥mye'yu
無 去 無 乗 湛 然 不 動 名 之 馬 禅 定 何 名 馬

'zhankwan/tabywar/'S主m
帝 観 答 日 JL1

093 'sh主niing'dze/'myeci'yu'zhande/je'uli'pun'mye/'myeci'yu'kwan/zhan
紳 澄 浮 名 之 馬 禅 定 照 理 分 明 名 之 馬 観 碍

kwandzida'r/'wuy主'u
観 白 蓮 無 有

094 'sh主ggwa/gu'mye'yu'zhankwan/'sim'sh主ntingje/'pu'she'u'pu'byar/'pu
錯 誤 故 名 馬 秤 親 心 紳 澄 浄 不 生 不 滅 不

1a'u/'pukhyi/
来 不 起

095 'jam'zhan'pudung/'myeci'yu'zhan/'wunywar/ha''myeyuzha'nde/tab
湛 然 不 動 名 之 篤 秤 問 日 何 名 馬 樺 定 答

ywar/'zhandeja'/'pwam
日 帝 走 者 究

096 "主m'tsh主'myekungtig/'dzunlib'samge'u/'cuwurke'u'cung'zhan'she'u/ku
音 此 名 功 徳 衆 林 三 界 諸 悌 皆 従 揮 生 故

'myekungtigdzun
名 功 徳 衆

097 1壬m /yi'u'wun/'ha'myeyu'zhan'phwab/tabywar/'zhan'phwabjungthung
林 又 問 何 名 馬 揮 法 答 日 揮 法 従 通

yi'u'tsh主'de/ 'chu
有 次 第 初

098 'hog'shi/'jung'sh主/'cungyi'u'tsh主rjungkwan'mun/de"1rju'sim'mun/de
撃 時 従 始 終 有 七 種 観 門 第 一 住 JL､ 門 第

'zhikhung'si[m]
二 室 山､

099 'mun/de'samwuzho'mun/de'zi'S主m'he'udwar'mun/de'gu'zhankhung
門 第 三 無 相 門 第 四 心 解 脱 門 第 五 滞 空
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mun/de〉lug°in
門 第 六 虞

100 'zh主'mun/de'tsh主rji'hywe'mun/○/ju'sim'munja/'yu'simzandung/
如 門 第 七 智 慧 門
ヽ l
pWanyWanpu
琴 線 不

101 'jujwan ,hUaWhS
住 専 擁

住 JL､ 門 者 謂 心 散 動

ii"ⅦOilnmu門
血
○,j
S
メ

ju
任
emy
名
gu
故

in川Ⅶg
dun
動
･lkhy
起
wu
無
uge
東

ii"Ⅶ.川
住
mya
念
n

I～ I ■I
khung s‡m'munJayu
空 心 門 者 謂

102 khan'S主mjwan/'柄 n'keg'S主mkhung/'j主g'wukhyi'wu/'1a'u'wuyl'uju
看 JL､ 特 進 覚 心 室 寂 無 去 無 乗 無 有 佐

'ch主/'wu'zh主"i'sim
虚 無 所 依 JL､

103 'gu'myekhung'S主m'mun/○/'S主m'wuzho'munja/yu'S主m'jing'dze/'wu
故 名 室 .心 門 ,L､ 無 相 門 者 謂 心 澄 浄 無

yi'u'zyo'beg /
有 相 貌

104 'py主'tshe/'pyi'ho/'py主'beg/'py主jo/'pyidwan/'py主'da'/'pyize'u/'pyi
非 青 非 責 非 自 非 長 非 短 非 大 非 小 非

pwo/
方

105 'py主'yywan/'jam'zhan'pudung/gu'wuzho'mun/○/'S主m'he'udwar'mun
非 囲 湛 然 不 動 故 無 相 門 心 解 脱 門

ja/ci'simwu
者 知 心 無

106 kyer'pwog/"主'tshe'pwan'dwa'u/'pu'1a'uzho'sim /gu'mye'sim'he'udwar
繋 縛 一 切 煩 悩 不 束 上 心 故 名 心 解 脱

'mun/○/'zhan'de
門 禅 定

107 'munja/'she'she'pwam"y主m /'to'gyanje'hywe/'keg'sijigdze/'he'u
門 者 西 西(13) 焚 書 唐 言 辞 虚(14) 覚 心 寂 静 行

'sh主/'ju'shi'/'dzwa
時 住 時 坐

108 'shi/'gwa''shi'/ke'u'shirjig'dze/'wuyi'uzandung/gu'mye'jigdze/〇
時 臥 時 皆 悉 寂 静 無 有 散 動 故 名 寂 静

/'cin'zhi'mun
真 如 門

(13) ｢西西｣二字,諸本作 ｢西域｣｡

(14) S.6958作 ｢利｣,他の諸本はすべて ｢慮｣に作る｡
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109 'ja/keg'sim /wu'sim /'tingdung/'hyukhung/'byandung'phwabge'u/
者 覚 心 無 心 等 同 虚 空 埜 同 法 界

'byeding'pu'zhi/'wu
卒 等 不 二 無

110 'tshen/'wu'byan/'gu'mye'cin'zhi'mun/○/'ji'hye'mun'ja/'shig'1e'u
千 無 埜 故 名 真 如 門 智 慧 門 者 識 了

"i'tshe/
一 切

111 'myeci/'yuci/khyedar/khung'hye'/'myeci/'yu'hywe/○/gu'myeji
名 之 馬 智 契 達 重 源 名 之 薦 慧 故 名 智

'hywe'mun/○/○/
慧 門

112 'yig'myegyi'ugye'dwa'u/'yig'myeda'u'shing/'wu'zho'zhan'kwan'mun
亦 名 究 責 道 亦 名 大 乗 無 相 秤 観 門

/'ts主gzhi'si'u
則 是 修

113 'zhan'hog'dwa'u/gu'zhanyi'u'ts主rjung'kwan'mun/○/'da''shenyam'wur
禅 学 道 故 稗 有 七 種 戟 門 大 著 念 併

/yi'uzhib
有 十

114 jungkungtig/ /"irjapu'wun"ag'she'/'zhijanyam'wur'puzan/'sam'ja
種 功 徳 一 着 不 問 要 撃 二 者 念 併 不 散 三 者

pyikhyi'zhu
排 去 睡

115 'gan/zija'yung'me'utsedz主n/'gu'jacuthen'hwan'hyi'/'1ug'ja'ba'kyun
眼 四者 勇 猛 精 進 五 着 諸 天 歓 喜 六 者 魔 軍

pu'yu/
怖 畏

116 'tsh主rja'she'shin'zhib'phwo/'pwarja'samthuji'u'khu/gyi'uja'sam'bwa'u
七 着 馨 振 十 万 八 者 三 途 息 苦 九 着 三 味

'hyendzyin/
現 前

117 'zhib'ja'wo'she'u'dze'du/○/'tsh主rgwan'zhan'munna'/
十 着 往 生 浄 土 七 観 禅 門 嘱

118 ¶/'byiligzhan'munzhira/'dzyi'pyi'hyizha/'pyining'barkhu/khupyi
禰 勘 禅 門 是 嘱 慈 悲 喜 捨 非 能 抜 苦 苦 非

tiglag/'myeci
得 柴 名 之

355 〔26〕



チベット文字書籍 ｢長春｣の研究

119 'yizha'/byedingci'simma/dwa'uywangyeji/'punbyar'shigji/jazhizyo
喜 捨 平 等 之 心 咽 大 圏 鏡 智 分 別 識 智 者是 □

zhanzhira/
□ 是 咽

120 ¶/ /'wuda'ushingge'utezhira/thenputigka'u/diputig'hwa'/kyim
無 大 乗 戒 底 是 嘱 天 不 得 高 地 不 得 下 金

putiggyuya/ thu'khwa'主
不得 貴 也 土 塊

121 putigdzyenya/dzigputigywanya'/'zhiputiggyinya'/byedingci'simya/､
不 得 膿 也 □ 不 得 達 也 口 不 得 近 也 平 等 之 心 也

122 『/ /jazhi'gu"yinzhira/yi'ukyagtazhiya/dzakyag"abyi'ukyagga'/
者 是 五 因 是 咽 右 脚 □時也 左 脚 壁 右 脚 珂

'bagka'u
実 数

123 dungjwan/yi'uzhi'utazhi/dzazhi'u"abyi'uzhi'u/putigdungjwanya/
動 帝 石 手 口 時 左 手 壁 右 手 不 得 動 蒋 也

tsiglyota'zhi/dzyendwa
脊 梁 □ 時 □ □

124 twanpyirgancag/'gantazhidingbyirlyo/zharta(dingbyirlyo)"an'gag/
端 筆 杵 着 眼 □ 時 町 鼻 梁 舌 □ 按 顎

gu"unda'uzho
五 蕗 大 口

125 'dwa'ujingkhan/ /'shin'bag'gyocag/'shin'bag'wtlgCag/
内 諾 看 身 莫 □ 着 身 莫 □ 着

126 ¶/ / 'byiligzhan'munzhira/'zhi'pho'samzhe'zhula'u/'hyengyante'si
弓爾 勘 秤 門 是 阿 十 万 三 世 知 東 口 口 底 思

zyocagga/
想 着 口阿

127 "yirjashe'udzipyi'simma/'zhija'wunyamzhadzwazhan/'samja'dzye'u
- 老 生 慈 悲 心 咽 二 者 無 念 口 坐 禅 三 者 □

'ka'yi＼'wu'bu/'namju'ga
□ ロ ロ ロ 男 女 □

128 'dzimshe'uthung'zharte'si'si/"i'tshecungshe'u'ga'na'si'silyoyidzwazhan
忠 生 □ □ □ □ □ 一 切 衆 生 ロ ロ ロロ ロロ 坐 禅

na/ na'si'sim

ロ河 口 ロ[コ

129 byedingci'shi/"i'tshecungshe'u'ga'yo'gyitsedzunglitig'samge'u/dartig
卒 等 之 □ 一 切 衆 生 ロ ロ ロ ロ 練 離得 三 界 達 得
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byi'gan/putigwurdwa'u
彼 岸 普 得 併 道

130 cungkanpu'wo(radwa'u)te'sim'she'ucaggezyo'a/'zyi'tshipyi'munna/
中 間 不 口 □ JL､ 生 □ □ □ 晒 四 慈 悲 門 咽

ylrJa'tsi'slm
- 者 慈 心

13l zhira/'zhijapyi'simzhira/'samja'hyi'simzhira/'zyija'zya''simzhira/
是 咽 二 者 悲 心 是 咽 三 者 善 JL､是 岡 四着 拾 心 是 咽

132 『/ /"yirja'dzlpyi'simja/cungshe'u'nam'juga'thungdela'utsamte'sim
- 者 慈 悲 JL､者 衆 生 男 女 □ □ □ □ ロ ロ ロ

puzhira/'zhija'she
□ 是 阿 二 者 馨

133 'wun'cungshe'uzhe'ugyi'bwyartela'ujapuzh主'a/dwa'u'tshi'pyi'munja"yi
聞 衆 生 □ □ □ □ □ □□是 樹 大 慈 悲 門 者 -

'tshecungshe'u/'ga
切 衆 生 口

134 yo'gyitsedzung'wu'bu'nam'ju'si'silyoyibyedingzyocag/na'zhltShlpyi
ロ ロ ロ 経 口 □ 男 女 □ロ ロ 口中 等 □ 着 那 是 慈 悲

mun'zh主ra/'zhi]a
門 是 珂 二 者

135 'pylれing'munja/"yi'tshecungshe'ulltig'phwan'dwa'ucagga/"yitshe'par
悲 心 門 者 一 切 衆 生 離 得 煩 悩 着 咽 一 切 抜

khudzungtlg'tha'u
苦 根 得 退

136 zancagte'hl'udi'duliggyi'ubarcungshe'uyanazhlpyi'sim'munzhiraro /
散 着 □ □ □ 努 力 救 抜 衆 生 也 那 是 悲 JL､ 門 是 晒 喚

137 'samja'hyi'sim'munja/ "yi'tshecungshe'1/dzunggyi'u'tharle'uJa/'bag
三 者 喜 心 門 者 一 切 衆 生 絶 求 達 了 着 実

she'u'thwa'u'simdzung
生 退 心 線

138 tig'hyi'sim'she'ucagga/jazhi'hyl'slm'munzhira/'zyija'zya'slm'munja
得 善 心 生 者 口阿 者 是 喜 心 門 是 桐 四 者 捨 心 門 者

/"yitshe
一 切

139 cungshe'uyi"ungyi'u'tharle'uja/ge'upuye'ule'llbyedingcl'sim'wocagga
衆 生 □ □ 求 達 了 者 ロ ロ ロ ロ離 卒 等 之 心 □ 着 咽

/jazhizya 'sim
者 是 拾 心
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140 'munzhira/ha'myeyu'zhiji'hywe'munna/tabywar/"yirjada'uywangye
門 是 咽 何 名 馬 二 智 慧 門 咽 答 日 - 著 大 囲 鏡

ji/'zhiJa'punbyar'shig
智 二 者 分 別 識

141 3主ya/de"ir'shigzye'wu'gi'ujigdze'ha'uJWanja/mye'zhidwa'uywangyiji
智 也 第 一 識 性 無 求 寂 静 □ □ 著 名 如 大 囲 鏡 智

/'zhljamyi'shigzye
二 者 名 識 性

142 "yi'tshethanγoggi'ukardzyele'u'habja/'myetsezhi〉punbyar'shigjira/
一 切 貴 欲 求 口 ロ ロ ロ 著 名 □ 如 分 別 識 智阿

143 ¶/○/ha'myeyu'chuzhandedzwatemyinyi'ugyipanra/twabywar/'chu
何 名 馬 初 秤 定 坐 □ □ 有 幾 般 咽 答 日 初

zhandejadzwayo yュn
〟

禅 定者 坐 □ 困

144 yi'u'gupanna/ha'myeyi'u'gupanra/twabywar/"yirjayl'u(zhi'utazhi)
有 五 般 咽 何 名 馬 五 般 咽 答 日 - 者 右

kyagtazhi/dzakyag
脚 □ 時 左 脚

145 "abyi'ukyag/'zhijayi'uzhi'utazhi/dzazhi'u"abyi'uzhi'u/'samjalyo'bug
壁 右 脚 二 者 右 手 □ 時 左 手 壁 右 手 三 者 両 目

dingbyirlyo
町 鼻 梁

146 'zijazhar"anzho'gagcungya/'畠uja'tslglyokurdwan'zhupyirhan'si'tsu'cag
四者 舌 按 上 顎 中 也 五者 脊 梁 骨 端 如 筆 杵 ロ ロ 着

ga/'yu
桐 喩

147 zhagtshirba'uzenlidwakylmdzyenti'si'si'wu'phyan'wu°egcaggezhanna/
若 七 賛 口 裏 口 金 鏡 ロロロ 無 口 無 口 □ □ 秤 桐

148 ¶/ /ha'myeyudzakyag"abyi'ukyagra/tabywar/dzakyag"abyi'ukyag
何 名 馬 左 脚 壁 右 脚 口阿 答 日 左 脚 壁 右 脚

ja/"i'tshe'ban
者 一切 寓

149 'phabja'wukhyi'wula'uzhira/nahi'udidzakyag"abyi'ukyagrora/ha
法 者 無 去 無 釆 是 咽 □ ロロ 左 脚 壁 右 脚 喚 阿 何

I
myeyudzazhi'u"abyiu
名 馬 左 手 璽 右

150 zhi'uya/tabywar/dzazhi'u"abyi'uzhi'uJa/pu'hab'wu'bwacogte'hi'ude
手 也 答 日 左 手 墜 右 手 者 不 合 無 口 ロ ロ ロ ロ
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/dzazhi'u"ab
左 手 堅

151 yi'uzhi'ura/ha'myeyu'gandingbyirlyoya/tabywar/'gandingbyirlyoJa
右 手 咽 何 名 馬 眼 町 鼻 梁 也 答 日 眼 町 鼻 梁 者

/"yirja'ganpu
- 者 眼 不

152 gyan'shegra/'ganpugyan'shegja/'ho'u'zhagpugyanna/na'hi'udi'gan
見 色 阿 眼 不 見 色 者 好 若 不 見 咽 □ □ □ 眼

dingbyirlyoya /
町 鼻 梁 也

153 ha'myeyuzhar''anzho'gagcungyaro/tabywar/zhar"anzho'gagcungja/
何 名 馬 舌 接上 顎 中 也 喚 答 日 吉 按 上 顎 中 者

ylrJa'sim
- 者 心

154 'gwyarzhizharzhira/zhar'wu'gyanja/'sim'1a'ugye'wogya/'zhija'sim
□ 如 舌 是 嘱 舌 無 言 者 心 □ □ □ 也 二 者 JL､

ylylu'zhi
意 有 如

155 ya'ba''hong"yi'panna/ya'ba'la'uge'bogja/dzayi'upudungya/'samja
野 馬 □ 一 般 咽 野 馬 ロ ロ ロ 者 坐 有 不 動 也 三 者

'simge'u
心 [コ

156 zhizharzhira/zhar'wu'gyanja/'gyan'hi'u'simpu'he'ura/'zija'gyan'hi'u
如 舌 是 咽 舌 無 言 者 言 休 心 不 休 咽 四者 言 休

Slm

JL､

157 'khyizhandeyi'u∑andungya/nahl'udizhar'wu'gyan"anzho'gagcungya/
去 禅 定 有 散 動 也 □ □ 口 舌 無 言 接 上 顎 中 也

'l11111

聞

158 1a'u'phabzhi'wu'gyanzhira/ha'myeyutsiglyotwan'zhupyirkanya/tab
乗 法 是 無 言 是 咽 何 名 馬 脊 梁 端 如 筆 杵 也 答

ywar/
日

159 ts主glyotwanzhupyirganja/"yirjapu'ha'zandungya/'zhija'phab'wujwan
脊 梁 端 如 筆 杵 者 一 着 不 何 散 動 也 二 者 法 無 蒋

dungzhira/'wujwandung
動 是 珂 無 碍 動
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160 jagyanzyera/'samja'gyo'zhandza'hi'begthungna/'zija'byenzh主da'i'hu
老 兄 性 嘱 三 者 □ 秤 坐 □ ロ ロ 咽 四着 ロ ロ ロ ロ

'bugJatSiggyln
□ 者 青 口

161 kurdingra/'gujatsiglotwan'zhupyirgan/dzwazhanja/'ho'zhupu'de/
骨 □ 桐 五着 脊 梁 鵡 如 筆 杵 坐 禅 者 □ □ □ □

'ho'zhupu'dezhe/'zh主ja
□ □ □ □ □ □□

162 byepu'zhibra/na'hi'uditsiglyotwan'zhupyirgan'si'tsucaggan /
ロ ロ ロ 阿 □ □ □ 脊 梁 鵡 加 筆 杵 □ □ □ □

163 ¶/ /"yi'tshecungshe'ukhyidungla'uwoja'samge'ulizyanya/na'hi'udi
一 切 衆 生 起 動 来 往者 三 界 裏 旋 也 □ ロ ロ

]igdze'phab
寂 静 法

164 'shinja'wu'khyu'wula'u/'wu'khyi'wudungja/byagtigwurjwa'uya/na
身 者 無 去 無 来 無 起 無 動 者 □ 得 併 □ 也 □

'hi'udidzakyag
ロ ロ左 脚

165 "abyi'ukyagya/"itsecungshe'uja/zhi'uzhita'ba'cog'she/'zwyanja'sam
堅 右 脚 也 一切 衆 生 者 手 口 ロ ロ ロ ロ 旋 者 三

ge'ura/jig
界 咽 寂

166 dze'phab'shindza/dwan'ba'1amyetigwurdwa'uya/na'hi'udidzazhi'u"ab
静 法 身 坐 □ □ ロ ロ 得 併 達 也 ロ ロ ロ 左 手 壁

yi'uzhi'uya/
右 手 也

167 "yitshecung'she'ujatakhantagyanyaro/na'hi'udi'samgelidizwyanya/
一 切 衆 生 著大 看 大 兄 也噴 口 ロ ロ 三 界裏口 旋 也

Jigdze'phab'shin
寂 静 法 身

168 ja/khantegyantehongbyarya/na'hi'uditigwurya/'gantazhidingbyi
者 看 口 見 ロ ロ ロ 也 □ 巳 □ 得 俳 也 眼 □ 時 町 鼻

1yoya/"i'tshecung
梁 也 一 切 衆

169 she'uta'gyantaTshwarya/'gyanshwartaja'samge'ulizwyanya/jigdze
生 大 言 大 説 也 言 説 大著 三 界 裏 旋 也 寂 静

'phab'shinJa'wu
法 身 者 無
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170 'gyan'wushwaryeもigya/'wu'gyan'wushwarjabyantigwurdwa'uya/na
言 無 説 口 得 也 無 言 無 説 者 □ 得 価 道 也 ロ

hi'udizhar

口 口 舌

171 'zho'gagcung"anya/"yl'tshecungshe'u'sim'shinputwanja/'samge'uli
上 顎 中 按 也 一 切 衆 生 JL､ 身 不 端 者 三 界 裏

ZWyan
旋

172 jigdze'phab'shinja'wudungwu'silyotetigya/pukhyidungtigwurdwa'uya
寂 静 法 身 者 無 動 無 思 量 □ 得也 不 起 動 得 悌 道 也

/na'hi'u
ロ ロ

173 di'shintwan'zhupyirkancag/'gu"yinda'uzho'dwa'ujingkhan/ /
□ 身 端 如 筆 杵 着 五 蕗 大 口 内 諾 看

174 ¶ / / 'ha'myeyu'simyi'ujilug'munya/tabywar/'sim'1un'munja/
何 名 馬 心 有 之 六 門 也 答 日 心 六 門 者

175 "yirja'gan/'zhija'zhi/'samjabyir/'zijazhar/'guja'shin/'lugja"yi
- 老 眼 二 者 耳 三 者 鼻 四着舌 五 老 身 六 着 意

zhira /

是 咽

176 'ha'myeyu'simlug'munlidzim'she'u'zhibra/tabywar/'gan'tsha'ja'sheg
何 名 馬 心 六 門 裏 窓 生 執 問 答 日 限 □ 者 色

ge'u
界

177 1i'zhibra/'zhi'tsha'ja'shege'uli'zhibra/byir'tsha'ja'hyoge'uli'zhibra/
裏 執 咽 耳 □ 者 馨 界 裏 執 阿 鼻 □ 者 香 界 裏 執 咽

zhar'tsha'

舌 □

178 ja'byige'uli'zhibra/'shin'tsha'jachogge'uli'zhibra/"y主'tsha'ja"yi'tshe
者 昧 界 裏 執 桐 身 口 者 鮪 界 裏 執 阿 意 □ 者 一 切

量
[コ

179 ge'uli'zhibra/ja'zhi'simlug'munli'zhibtege'uzhira/wunywarro/ha
界 裏 執 間 者 是 心 六 門 真 執 底界 是 咽 問 日 噴 何

myeyu
名 馬

180 'simlug'munlipu'woyl/'dzimshe'u'hwa'ucagra/tabywar/'simlug
心 六 門 裏 口 ロ ロ 忠 生 □ □ 晒 答 日 心 六
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181 'munlipu'po'she/'gan'baggyan'shegga/'ganpujug'shegra/'zhi'sheli
門 裏口 □ □ 眼 縛 見 色 咽 眼 不 逐 色 咽 耳 馨裏

'bag
縛

182 'wo'a/'zhipujugshera/byir'bag'hyung'hyoya/byirpujug'hyo/zhar
□ 咽 耳 不 逐 馨 珂 鼻 縛 嘆 香 也 鼻 不 逐 香 舌

'bagzho'wyi/zhar
縛 嘗 味 舌

183 pujug'wyira/'shin'bagzhi'uchogga/'shinpujugchogra/"yi'bag'silyo
不逐 昧 咽 身 縛 手 鯖 晒 身 不 逐 鰯 晒 意 縛 思 量

'ban'phabba/
商 法 咽

184 "yipujug'phabra/lug'mun'ha'ula'uja/'shigdzebundiya'/'shigzye'bun
意 不逐 法 咽 六 門 口 ロ 者 識 性 口 □也 識 性 □

dilila'uJa
口裏来者

185 'byanzhiwurzhira/1itig'she'uzyi/'che'utig'samge'u/dartigbyi'ganya/
□ □ 併 是 咽 離 得 生 死 超 得 三 界 達 得 彼 岸 也

186 § / /"y主'upayijucila'u'sim /jujizho'phwab/'1i'gengpudzwar/judza'u
優 婆 夷(15)住持 努 心 住持像 法 令 講 不 絶 佳 在

zhim 'chu/judza'uzhekan/jitigzhim
甚 虞 住 在 世 聞 持 得 甚

187 ma/jitig"irnyam'sim /zhimzhiju/zhimzhiji/phu'tham'myeyujl/
麿 持 得 一 念 心 甚 是 住 甚 是 持 不 貴 名 鵠持

'dzimshe'ipudllng'myeyuju /
忠 生 不 動 名 馬住

188 'pu'phwab'myeyuj主/zhojaci'phwab/gu'myeshwar'phwab/dz主mshe'izho
不 犯 名 馬持 像者諸 法 故 名 説 法 忠 生 像

jaci'phwab /gu'myeshwar'phwab/'la'ugye'shin
者諸 法 故 名 説 法 牢 繋 身

189 'sim /pulyedzig'zhib/shegshe'hyowyichog'phwabpu'chog /
心 不令 賊 入 色 馨 香 味 解く16) 法 不 備

190 'phwab'myeyuca'/dzelu'shin'simgu'mye"yi'upayi/ha'myeyuda'主uga'i
法 名 馬 者 静 慮 身 JL､故 名 優 婆 夷(17) 何 名 馬 大 咳

ga'主'myeyuda'u/yyundza'u'myeyyu∑hing /
咳 名 馬 大 運 載 名 馬 乗

(15)｢優婆夷｣,P3861作 ｢行者｣｡

(16)｢色著香味細｣,p.3861作 ｢馨香｣｡

(17)｢優婆夷｣,P.3861作 ｢行者｣｡
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191 thenshinggyibdishing/'shewunywankegshing/byュ'byir'simli'uju/gu
天 乗 及 地 乗 著 聞 縁 覚 乗 □ □(18)心 留 任 故

myeshwarda'ushing/ /
名 説 大 乗

192 zhimzhi'gu'phwab/'gu'phwab'hwab"yi'u'samdzizye/'parshig'zhi'wu'ga
甚 是 五 ､ 法 五 法 合 有 三 自 性 八 識 二 無 我

/zyo'mye'phunpyar/jeje'zhu
相 名 分 別 正 智 如

193 1a'u/zhi'mye'gu'phab/byangyezhicibzye/"yithakhyizye/ywanzhezhir
来(19) 是 名 五 法 遍 計 所 執 性 依 他 起 性 囲 成 賓

zye/'sam dzizyeyyile'u/'hwab"yi'usarp
性 三 自 性 巳 了 合 有 三

194 wuzye/she'uwudzizye'zye/zyowudzizyezye/zhing'gyiwudzizye/'gan
無 性 生 無 自 性 性 相 無 自 性 性 勝 義 無 自 性 眼

ding'gushig/delug"yishig/detshir'ta'na
等 五 識 第 六 意 識 第 七 末 那

195 'shig/depar"alayashig/'hwab"i'u'zhiwu'ga'/'zhinwu'ga'/'phwabwu
識 第 八 阿東 耶識 合 有 二 無 我 人 無 我 法 無

'ga'/'le'utig'zhinkhung
我 了 待 人 空

196 'zhinwu'ga'/1e'utig'phwabkhung'phwabwu'ga'/'hwyegye'yyu'zhin'zhin
人 無 我 了 得 法 空 法 無 我 恵 鏡 鳥 人 人

wu'ga'/'gu"unbunla'ukhung
無 我 五 藤 本 来 室

197 'phabwu'ga'/'ganding'gushigzhezh主tsagji/delyug"yishig/'bye'ukwan
法 無 我 眼 等 五 識 成 所 作 智 第 六 意 識 妙 戟

charji/detshir'ta'nashigbye
察 智 第 七 末 那 識 卒

198 ding'zheji/de〉par"ala'uyashig/da'uywangyeji/1amparshig/zhezijl
等 性 智 第 八 阿東 耶 識 大 囲 鏡 智 覧 八 識 成 四智

/∑hezijisnog'samshin/'ganding'gu
成 四智 東 三 身 眼 等 五

199 shig/delug"ishig/'shogtshejye'phwabshin/detshir'da'nashig/shog
識 第 六 意 識 東 口 □ 法 身 第 七 末 那 識 束

ywanmanba'ushin/depar"alayashig /
囲 満 報 身 第 八 阿東耶 識

(18) □口,P.3861作 ｢於彼｣｡
(19) P.3861作 ｢如｣｡
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200 shogtshenbeg"ig'hwa'shin/ /zhimshi'gu'phwab/'shin'phwab/'shig
束 千 百 億 化 身 甚 是 五 法 心 法 色

phwab'shimzhi"yi'u'phwab/
法 心 所 有 法

201 pu'syo"ying'he'i'phwab/pllju'phwab/zhi'mye'gu'phwab/'yyile'u/
不 相 雁 行 法 不住 法 是 名 五 法 己 了

'hwab"yi'ulyugdu/1yugdu'chi'chi
合 有 六 度 六 度 之 初

202 'tharnayyuzhi'u/zishwarci'he'i/buzhi"yi'sen/zhimshilyug/lyugpala
檀 那 馬 首 四 擁 之 行 布施 於 先 甚 是 六 六 波羅

'byir/zhimskidu/dudwar"irtshe
蜜 甚 是度 度 腕 一 切

203 cungshe'i/zhimzhi'tharnadwa'uzhi'u/zhimzhizyishwab/"a'u'gyi'shwab
衆 生 甚 是 檀 那 大 首 甚 是 四 擁 愛 語 縮

/li'he'ishwab/dzwa'ushwab/'phwabshwab/zhim
利 行 縮 財 擁 法 掃 甚

204 zhi'u/[]ung'simbugi'u/'myeyyubu/kargyi'hywezhin'myeyyu'zhyi/
□ □ 心 不 求 名 薦 布 端 己 恵 人 名 薦 施

"yirjadza'uzhi/'zhija'phwabzhi/
一 着 財 施 二 者 法 施

205 'samjawuyyuzhi/'zhinzhog'hwab"i'u'sAmjung/"anzhi'ukhu'zhin/'da'u
三 者無 畏 施 忍 辱 合 有 三 種 安 受 苦 忍 耐

yen'ha'u'zhin/de'char
怨 害 忍 議 案

206 'phwab'zhin/'gra''he'itsedzin/byi'phwabtsedzyin/zhimzhitsye/zhim
法 忍 加 行 精 進 被 甲 精 進 甚 是 精 甚

zhidzyinlen'sim'zhib'phwab/ywartse
是 進 錬 心 入 法 日 精

207 ju'simputhwa'u/ywardzin/zhande'hwab"i'u'samjung/"anjudzelyu/
住 心 不 退 日 進 禅 定 合 有 三 種 安住静 慮

"ying'phwabdzye/lyu / /'byanzhidzelyu
魔 法 静 慮 折 是 静 慮

208 ji'hywe'hwab"yi'u'samjung/she'ukhungwu〉punpyar'hywe/'phwabkhung
智 恵 合 有 三 種 生 室 無 分 別 恵 法 室

wu'punpyar'hywe/'hyweja'ha''gyi/
無 分 別 恵 患 者 何 義(20)

(20) p.3861作 ｢語｣｡
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209 'granjegci'gyi/'shuka'granjeg/'hyweka'granjeg/granJegtigzhim /gran
採 揮 之 義(21) 誰 家 扶 持 患 家 棟 揮 棟 揮 得 甚 操

]egtig samshing
揮 得 三 乗

210 gyi"i'u'samshing /'hwab"i'u'guzye/shewunjungzhe/ywankeg]-ungzye
既 有 三 乗 合 有 五 性 著 聞 衆 性 縁 覚 衆 性

/'phu'sarjungzye/pudezye/wugyi
菩 薩 衆 性 不 定 性 無 口(22)

211 zye/zhi'mye'guzye/1ugduyile'u/'hwab"i'u'samzh主'uduha'/'tshen
性 是 名 五 性 六 度 己了 合 有 三 戟 渡 河 洩

'shim"i'u"yi/zhimzhi'sam
深 有 異 甚 是 三

212 zh主'u/'hwab"主'uyazhi'uzhimzhiyazhi'u/thu'bwa'begzyo/thudzimshe'i
獣 合 有 野 獣 甚 是 野 獣 免 馬 白 象 免 忠 生

gwaha'/"ingshe'gudwa'u /
過 河 鹿 馨 悟 道

213 'heo'uywarshewun /'tshezhu'zh主gwa/'bwa'dzimshe'igwa /'ban'pug'zhu

親 日 著 聞 騎 水 而 過 馬 忠 生 嘩 牛 腹 而

gwa/begzyodzimshe'igwa/dabde
過 日 象 忠 生 過 踏 底

214 'zhugwa/thu'he'i/zhim'he'u/'he'ishewunhe'i/shewunhe'uzhimhe'i'he'i
而 過 免 行 甚 行 行 著 聞 行 著 聞 行 甚 行 行

samba'uzide/zhimzhi

三 賛 四諦 甚 是

215 'samba'u/"irthe'samba'u/byarzo'samba'u/juji'samba'u/zh主'mye
三 軍 一 億 三 賓 別 相 三 賓 住持 三 賛 是 名

'samba'u/'sam ba'uyigyi'u /
三 賓 三 賓 亦 有

216 'samjung/jolughwashinylyyuWurba'u/zhishwar'gyanga'uyiyu'phwab
三 種 丈 六 化 身 以 馬 悌 賛 所 説 言 敦 以 鵠 法

ba'uda'ushingzhibdzizinyyizho
賓 大 乗 十 信 己 上(23)

217 ze'ushingchugwayyiha'/ylyu'singba'u/zhi'mye'samba'u/yiyl'u'sam
小 乗 初 果 以 下(24) 以 馬 僧 賓 是 名 三 賓 亦 有 三

ba'u/dekhamzuzyoyi
賓 泥 轟 塑 像 以

) p.3861作 ｢語｣｡
) p3861作 ｢既｣｡
) p.3861作 ｢下｣｡
) p.3861作 ｢上｣｡
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218 yuwurba'u/jizucugbegyiyu'phwabba'u/'seg'phwar'zham"yiyiyu'sing
篤 悌 賛 紙 素 竹 烏 以 馬 法 箸 別 髪 染 衣(25)以 馬 偲

ba'u/zhi'mye'samba'u/gyi'samba'uyile'u/
賓 是 名 三 賛 既 三 賓 己 了

219 'hwab"i'uzyide/khude/dzibde/'byarde/dwa'ude/zhimzhikhu/she'i
合 有 四諦 苦 諦 集 諦 滅 覇 道 諦 甚 是 苦 生

zigwayukhu/'phwan'dwa'u'gyabyudzib/dzig'byar
死 果 鵠 苦 煩 悩 業 病 集 寂 滅

220 yiyu'byar/ge'i'hyweyiyude/zhimzhige'u/'bwo'phyitsig"ag'myeyuge'u
以 馬 滅 戒 恵 以 為諦 甚 是 戒 防 非 止 悪 名 馬 戒

/gye'slm "yirywar'myeyu
繋 心 一 口(26)名 馬

221 de/1e'upyarci'gyi'myeyu'hywe/ /zhi'myezide/da'ishingzide/cikhu
定 了 別 之 語 名 馬 恵 是 名 四諦 大 乗 四諦 知(2乃苦

wllShe'ikhu∑hede/cidzibwuhwa'hwabdzib
無 生 苦 聖 講 知 集 無 和 合 集

222 zyede/ci'byarwu'byar'byarzyede/'zh主wutigdwa'udwa'uzhede/zhimzhi
聖 諦 知 滅 無 滅 滅 聖 諦 二 無(28)得 道 道 聖 諦 甚 是

dwa'u/dwa'uzhe'derpan"in/yyuwu'chizhedwa'u/'sendu
道 道 是 浸 薬 園 篤 併 初 成 道 先 度

223 'gukyu'1yun/"irthezhuzhu/jilib'zhyi'gyan/"yiliwudzwa/'bwa‥he'i
五 倶 輪 一 億 如 如 智立 誓(29)言 依 理 無 堕 馬 行

zhim'he'u/'he'iywankeg'he'u/ywankeg'he'izhim'he'u
甚 行 行 線 覚 行 線 覚 行 甚 行

224 'he'ishin'zhyi"yinywan/wu'myeywan'he'i/'he'uywan'myeshig/wushig
行 十 二 因 縁 無 明 縁 行 行 線 名 色 無(30)色

ywanlyug'zhib/1yug'zhibywangyan/gyanywan"a'u
縁 六 人 六 人 接 見(31) 兄 嫁 愛

225 "a'uywan'chu/'Chuywanzhi'u/zhi'uywankhu/khuywanchog/chogywan
愛 縁 取 取 縁 受 受 縁 苦 苦 縁 鰯 額 縁

she'i/she'uywanla'u/la'uywanbyebyeywanzi/she'ila'ubyezi
生 生 縁 老 老 練 病 病 縁 死 生 老 病 死

(25) ｢別髪染衣｣,p.3861作 ｢凡夫比丘｣｡

(26) P.3861作 ｢境｣｡
(27) P.3861作 ｢観｣｡

(28) ｢二無｣二字,P.3861作 ｢以元二法｣｡

(29) P.3861作 ｢無｣｡

(30) p.3861無 ｢無｣字｡

(31)｢見｣,P.3861作 ｢鯛｣｡以下,本テキストで ｢見 愛,敬,受,普,鳳 生,塞,柄,死｣とする連鎖をP,3861は ｢軌
受,愛,敬,育,坐,老死｣とする｡
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226 khu/khu"i'u'dwa'u/begzyo'he'uzhimhe'u/'he'i'phusar'he'i/'phusar
苦 苦 有 道 白 象 行 甚 行 行 菩 薩 行 菩 薩

'he'izhim 'he'i/'he'u'bwan'he'ilyugpala'byir
行 甚 行 行 寓 行 六 披 羅 蜜

227 'buzhipala'byir/jike'upala'byir/'zhinzhogpala'byir/ tsedzinpala
布 施 披 羅 蜜 持戒 波 羅 蜜 忍 辱 波 羅 蜜 精 進 披 羅

'byir/zhandepala'byir/ji'hywepala'byir/'tsyo
蜜 禅 定 波 羅 蜜 智 恵 波羅 蜜 婿

228 'tshu"yinzye/'tsyozye"yin'tshu/'buzhi'tshu/jige'uzye/'zhinzhogtshu
麓 引 細 将 細 引 鹿 布 施 麓 持 戒 細 忍 辱 鹿

/ji'hywezye/tsyedzin'tshu/zhandezye/yyigpu
智 恵 細 精 進 鹿(32) 禅 定細(33) 亦 不

229 gyan'zhyija/yyigpugyanzhi'uja/yyigpugyancunggandza'uwur /dar'sam
見 施 者 亦 不 見 受 者 亦 不 見 中 開 財 物 達 三

zhi/zyidekhung/zhi'myepala'byir/yyigpugyan
事 四 諦 室 是 名 妓 羅 蜜 亦 不 見

230 dz主shinjige'u/yyigpugyantha'zhin'hyu'ge'i/jigegyib'hyuge'i/yyigpu
自 身 持 戒 亦 不 見 他 人 □(34)戒 持戒 及 □(35)戒 亦 不

gyancung/kandza'uwur/dar'samzhidzidekhung
見 中 開 財 物 達 三 事 四 諦 室

231 'zhi'myepala'byir/yyigpugyandzishin'zhin'zhog/'zhin'zhoggyib'Wun 'du
是 名 波 羅 蜜 亦 不 見 自 身 忍 辱 忍 辱 及 盆 怒

/'yyigpugyancungkandza'uwur/dar'samzhi
亦 不 見 中 間 財 物 遠 三 事

232 zidekhung/zhi'myepala'byir/yyigpugyandz主shintsedzyin/yigpllgyan
四諦 空 是 名 妓 羅 蜜 亦 不 見 自 身 精 進 亦 不 見

tha'zhinlwanjog/tsyedzyingyiblwanjog/yyigpugyan
他 人 濁し□(36) 精 進 及 乱ロ(37) 亦 不 見

233 cungkandza'uwur/dar'samzh主zidekhung/zhi'myepala'byir/yyigpu
中 開 財 物 達 三 是 四諦 杢 是 名 波 羅 蜜 亦 不

gyandz主zishin､zhande/yyazhandegyiblwan"yi/zhi'myeyyigpu
見 自 身 禅 定 禅 定 及 乱 意 是 名 亦 不

234 gyancungkandza'uwur/dar'samzhizidekhung/zhi'myepala'byir/yy主g
見 中 間 財 物 達 三 事 四諦 室 是 名 波 羅 蜜 亦

) p.3861作 ｢細｣｡

) p.3861作 ｢鳥｣｡

) p.3861作 ｢破｣｡

) p.3861作 ｢破｣｡

) ｢乱口｣二字,p.3861作 ｢傾怠｣O
) ｢乱□｣二字,p.3861作 ｢僻怠｣0
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pugyandzishinji'hywe/yyigpugyantha‥zhin'gyu'chi/
不 見 自 身 智 恵 亦 不 見 他 人 愚 痴

235 ji'hywegyib'gyu'chi/yyigpugyancllngkandza'uwur/dar'samzhizide
智 恵 及 愚 痴 亦 不 見 中 開 財 物 達 三 是 四諦

khung/zhi'myepala'byir/gyilugpala'byiryyile'u /
室 是 名 妓 羅 蜜 既 六 波 羅 蜜 巳 了

236 'hwab''i'uzhibpala'by主r/'phopyangyejipala'byir/'gywanpala'byir/'llg
合 有 十 披 羅 蜜 方 便 鏡 智波 羅 蜜 願 披 羅 蛮 力

pala'byir/jipala'byir/zhibpala'byiryyile'udetajimkha'/hywetachem
披羅 蜜 智披 羅 蜜 十 波 羅 蜜 己(38)了 定 多 沈 却 恵 多 □(39)

kha'/de'hyweshong'si'u
却 定 恵 讐 修

237 § / /'hwab"yi'u'samkhwa'/zi'hungzhe'gywan/cungshe'iwupyanzhe
合 有 三 科 四 弘 誓 願 衆 生 無 遠 誓

'gywandu/'phwan'dwa'uwupyanzhe'gywandwan/'phwab'munwupyanzhe
廠 度 煩 悩 無 遠 誓 願 噺 法 門 無 蓮 誓

■
gyWan
願

238 'heg/wuzho'phudezhe'gywanzhe/zhe'gywancwan'simchur'samge'i/zheg
撃 無 上 菩 提 誓 願 成 誓 願 専 JL､ 出 三 界 誓

'gywanjidzo'bagli'udzan/dung"ir°in'zhubyedingzhe/
願 持 戒 莫 留 残 同 一 真 如 平 等 性

239 puzhashe'izijing'derpan/'gywankhi'ujodampala'byir/'gwanbyijo'hyi'u
般 若 生 死 讃 淫 楽 願 口 長 談 波羅 蜜 願 鼻 長 嘆

candan'hyo/'gywan'ga''gancungjogyanwur/'gywan'zhi
栴 檀 番 願 我 眼 中 長 兄 併 願 耳

240 jowunshwar'phwab'she/'gywan'sim'bag'phanzyazhi"yi/'gywan"yi'bag
長 聞 説 法 菅 頗 心､ 美 挙(40)邪 □ 意(41) 願 意 莫

'phan"yi'uzyoywan/'gywan'shindzwa'utingpudelu/phudeluzho
撃 有 想 縁 願 身 早 讃 菩 提路 菩 提 路上

241 gyan'zhula'u
見 如 来

242 § / /'hwab''i'u'samkhwa'/zhimzhidzwa/nyampukhyidzwa/gyanbun
合 有 三 科(42) 甚 是 坐 念 不 起 坐 見 本

) p.3861作 ｢亦｣｡

) p.3861作 ｢言削｡

) p.3861作 ｢染｣｡

) ｢ロ意｣二字,p.3861作 ｢魔行｣｡

) p.3861作 ｢案｣｡
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zyezhan/bunzyewuzye/wuzye'phwabshin/'phwabshinwushin /
性 滞 本 性 無 性 無 性 法 身 法 身 無 身 ′

243 gugu'byar'hwa'主/"inzhimdi'u'buzhancishigla'u/'phwa‥phushe'izila'u
故無 滅 壊 因 甚 投 慕 善 知 識 来 伯 怖 生 死 乗

/she'izitig[]i[]i[]'myen/'myentlgzhim /
生 死 得 免 免 得 甚

244 khyitsekeg/zhimzhikhyi/zhi'silyotekhyi/zhimshikeg/dothehyi'ute
起 則(43)覚 甚 是 起 所 思量 底起 甚 是 覚 富 農 休 底

keg/cungshe'u]'ungta'simshe'i/'myeyyucungshe'i/'1i'u
覚 衆 生 衆 多 心 生 名 馬 衆 生 流

245 1oshe'izi/ / 'samge'u'gu'chu/zhimzhi'samge'u/'yogge'i/shegge'uwu
浪 生 死 三 界 五 趣 甚 是 三 界 欲 界 色 界 無

shegge'u/ / himzhi'gu'chu/di'gyog/
.色 界 甚 是 五 趣 地 獄

246 'ga'gyu/chugshe'i/'zhindwa'u/thendwa'u/keg'myeyutigwur/kegha'
餓 鬼 畜 生 人 道 天 道 覚 名 馬得 悌 覚 何

ding'phwab/'myecitigwur/keg'gan/'zhi/byュ/
等 法 名 之 得 俳 覚 眼 耳 鼻

247 zhar/shin"yi/'gangyansheg/'zh主wunshe/byi'hyi'u'hyo/zharzhowi/
舌 身 意 眼 見 色 耳 聞 馨 鼻 喚 香 舌 嘗 味

'shinzhi'uchog/"yi'phanywan/"yi'phan'ha'dingywan
身 受 鰯 意 琴 線 意 撃 何 等 縁

248 'gangyanwugyi'sheg/'zh主wunwu'gyishe/'byihi'ubyeding'hyo/zharzho
眼 見 無 記 色 耳 聞 無 記 章 鼻 嘆 卒 等 香 舌 嘗

'pu'punpyarwyi/ShinpllZhi'uchog/"yipu'phanywan /
不 分 別 味 身 不 受 解 意 不 琴 線

249 shigci'hyiwodothe'hyi'u/jazhim'phwab/'zh主'tshi'phwab/gyi"yi'zhi
識 知 虚 妄 富 髄 休 者 甚 法 知 日 法 既 有 如

'tshi'phwabyyile'u/ /'hwabzhi"i'u'simzye/khyitezhim
自 法 己 了 合 是 有 心 性 起 底 甚

250 'sim /pukhyizhimzye/'simzye"yin'zhi/pu"yir■pu'zhi/shwarga‥sim /
心 不 起 甚 性 心 性 □ □ 不 一 不 二(44) 説 ↑ 心

shwarka'zye/'myebyargupu"yir/1e'u'sim Eyepu
説 ↑ 性 名 別 故 不 一 了 心 性 不

251 khatig/thedunggupuyi/"yi'upuyi/wupuyi/li"i'uliwu/dzizyelikhu
可 得 髄 同 故 不 具 有 不 具 無 不具 離 有 離 無 自性離 苦

(43)P.3861作 ｢即｣｡

(44)P.3861作 ｢異｣｡
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/dzizyegyungzhimlyi/bunla'ulyi/bunla'ugyung
自 性 共 甚 離 本 来 離 本 来 共

252 zhimlyi/'pyirgyepushwar/"i'uwu'kyupuju/'phabpudzi'mye/dziwun
甚 離 畢 責 不 説 有 無 蹄 不 住 法 不 目 名 自 問

'chu/jazhim 'phwab/jazhi'simgye'phwab/gyi"yi'u
趣 者 甚 法 者 是 心 境 法 既 有

253 'simgyeyyile'u/ /'hhwab''i'uzida'u/zida'ugyiwurzheshin/'gy主'uwur
心 境 己 了 合 有 四 大 四 大 幾､物 成 身 九 物

zheshin/ha'myeyyugyi'uwur/dizhu'hwa'phung/
成 身 何 名 馬 九 物 地 水 火 風

254 shegzhi'uzyo'he'ishig/gyi'uwurzheshin/zida'u"i'ugyijung/'hwab"i'u
色 受 想 行 識 九 物 成 身 四 大 有 幾 種 合 有

'zhHung/"irja'dwa'u/'zhija'ga'u/tsyo'dwa'u'kab'ga'u/
二 種 一 着 内 二 者 外 婿 内 感 外

255 tsyo'gwa'u/kab'dwa'u/digokhwarwu'gra'dze/byan"i'tshe'chiuwu'pun
婿 外 感 内 地 贋 闘 無 涯 襲 一 切 虚 無 分

pyar/ditigda'u'mye/zhuwuka'uwu'ha'/byan"irtshechu
別 地 得 大 名 水 無 高 無 下(45) 愛 一 切 虞

256 wu'phunpyan/zhutigda'i'mye/'hwa''punle'usham'ha'zhigtsh主gbyantshe
無 分 別 水 得 大 名 火 焚 了 山 河 石 蔵(46)愛 切

'ch主u/wu'punpyar/'hwa'tigda'i'mye/
庭 無 分 別 火 得 大 名

257 'phung'ningye'udungsham'ha'zhigtshigbyan"itshe'ch主uwu'punpyar/'phung
風 能 有 同 山 河 石 礁 (47)愛 一 切 虞 無 分 別 風

tigda'i'mye/jazhi'gwa'uzida'uyyile'uya/'hwab"主'u
得 大 名 者 是 外 四 大 己 了 也 合 有

258 1izida'u/kur'zhugkyan'ge'i/yiyudida'u/'hywabzutsin'zhunyiyuzhu
裏(48)四大 骨 肉 堅 硬 以 雷(49)地 大 血 髄 津 潤 以 篤 水

da'u/the'ci"un'dwanyiyu'hwa'da'主/chur
大 髄 知 温 暖 以 馬 火 大 出

259 'S主g'zh主b'sigy主yu'phungda'i/1izida'uyile'u/ /'hwab"i'u'guyun/'hye
識 入 識 以 馬 風 大 裏 四大 巳了 合 有 五 経 形

'ga'uyiyushegyun/le'dabyiyu
擬 以 薦 色 蕗 ~領 納 以 薦

) ｢水無高無下｣五字,p,3861作 ｢水能滞蕩｣｡

) ｢火焚了山河右墳｣七字,p.3861作 ｢火能焼草木乗林｣｡

) ｢風能有同山河石碩｣八字,p.3861作 ｢風能計暗天地｣｡

) p,3861作 ｢内｣01259の ｢裏｣も同じO
) ｢以薦｣二字,P.3861作 ｢愈如｣01.259の ｢以篤風大｣まで同じO
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260 zhi'uyyun/'sizyo'myezyozyoyyun/dzwa'utsagyiyu'he'uyyun/'punpyar
受 蕗 思想 名 想 蕗 造 作 以 薦 行 蕗 分 別

yiyushigyyun/sheg'zhuzhuzho'bwar/zhi'u'zhuzhuzho
以 薦 識 藤 色 如 水 上(5D)沫 受 如 水 上

261 'phwa'u/zyo'zhu'tshigyoyam /'he'u'zhu'pya'tse'ugywan/shig'zhukha'u
泡 想 如 積 陽 炎 行 如 芭 蕉 堅 識 如 □

'hwanshyi/'guyyunyile'u/'hwab"i'ulugkin
患(51)師 五 蕗 以 了 合 有 六 根

262 1yugshig/'gankin/'zhikin/byikin/zharkin/shi'nkin/"yikin/'gan
六 識 眼 根 耳 板 鼻 根 舌 根 身 根 意 根 眼

shig/'zhishig/byishig/zharshig/'shinshig
識 耳 識 鼻 識 舌 識 身 識

263 "yishig/'ganjin/'zhijin/byijin/zharjin/shinjin/"yijin//kinjaha
意 識 眼 塵 耳 塵 鼻 塵 舌 塵 身 塵 意 塵 根 者何

'gyi/'yyun zhuci'gyi/shigja'ha'
義 落 果 之 義 識 者 何

264 'gyi/1e'upyarci'gyi/jinja'ha''gyi/bun"yuci'gyi/'gwa'uyi'ulyugkin/
義 了 別 之 義 塵者 何 義 糞(52)汚 之 義 外 有 六 根

'dwa'uyi'ulyllgkin/cung女anlyug
内 有 六 根 中 開 六

265 shig/thung'syoyungzhi'u/'myecishim'zhi'zhib/zhibparge'u/'gan 'zhib
識 通 相 勇 受 名 之 十 二 人(53) 十 八 界 眼 入

sheg/'sheg'zhib'gan/'zhizhibshe'zhib
色 識 入 眼 耳 入 着 入

266 'zhi/byizhib'hyo/'hyo'zhibbyi/zhar'zhibwi/wi'zhibzhar/shin'zhib
耳 鼻 入 香 番 人 鼻 舌 入 味 味 人 吉 身 入

chog/chog'zhigshin/"i'zhib'phwab/'phwab
鯖 鯛 人 身 意 入 法 法

267 'zhib"i/'gange'ushigge'u'ganshigge'u/'zhige'u'shege'u/'shzhishigge'u
入 意 眼 界 色 界 眼 識 界 耳 界 馨 界 耳 識 界

/byュge'u'hyoge'ubyishigge'u/zhar
鼻 界 香 界 鼻 識 界 舌

268 ge'uwige'uzharshigge'u/'shinge'uchogge'u'Shinshigge'u/"yige'u'phwab
界 味 界 舌 識 界 身 界 鰯 界 身 識 ー界 意 界 法

ge'u"yishigge'u/shwarge'u'hwab"i'u
界 意 識 界 説 界 合 有

) ｢水上｣二手,p.3861作 ｢佳｣｡

) ｢□患｣二手,p3861作 ｢博｣｡

) p.3861作 ｢染｣｡
) ｢通相-十二人｣九字,p.3861無｡P3373｢大乗三科｣如此｡
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269 ge'u'bun/"yun zhim"yun/'zhibzhim'zhib/shin'zhi'zhib/ge'uzhimshe'i
界 □ 蔭 甚 蔭 入 甚 入 十 二 人 界 甚 □

/zhibparge'u/
十 八 界

270 "yundzimshe'utiglikin'zhin'gyi/'gyan'ha‥gu/'gutigzida'u/tiglikin
蔭 窓 生 得 利根 人 義 言 下 悟 悟得 四 大 得 利根

'zhin'gyi/'zhibdzimshe'u
人 義 人 忠 生

271 tigcungkin'zhin'gyi'ningshe'主'bwan'phwabcutigcungkin'zhingyi/zhibpar
得 中 根 人 義 能 生 商 法 得 中 根 人 義 十 八

ge'udz主mshe'utigdunkin'zhin'gyi/
界 窓 生 得 鈍 根 人 義

272 'he'1'zhin'shin'simgu'hwa'u'gu/lyundzinbun"yu/tigdunkin'zhin'gyi/
行 人 身 心 故 廻 悟 六 塵 糞(54)汚 得 鈍 根 人 義

'gu yuncicunggyika'shog
五 蕗 之 中 幾 ↑ 演

273 shin/gyika'zhog'sim/1yokashogshin/zikazhog'sim /shimzhi'zhibci
身 幾 十 滴 心 繭(55)↑ 湧 身 四介 湧 心 十 二 人 之

cung/gyikazhogshin/gyikazhog
中 幾 ↑ 演 身 幾 ↑ 湧

274 'sim /'zikazhogshin/1yunkazhog'sim/zhibparge'ucicung/h-1yunkazhog
心 四(56)↑ 湧 身 六(5乃十 滴 心 ′ 十 八 界 之 中 六佃)今 湧

shin/tsh主rkazhog'sim
身 七 十 湧 心

275 1yugkin'muncungdzimshe'ushwarlyugka/ / "inzhimshwartshirkaリ de
六 根 門 中 忠 生 説 六 十 困 甚 説 七 十 第

1yug yishigつungdeblyobyan'myeci
〟

六 意 識 重 畳 南 通 名 之

276 tshirka/'si'u'he'i'zhin/∑hanshig'samkhwa/zida'u'guyyunshin'zhi'zhib
七 十 修 行 入 善 識 三 科 四 大 五 蕗 十 二 人

zhibparge'u/zhi'mye
十 八 界 是 名

277 'samkhwa'/
三 科
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278 § / /didzophusarkye/zhibca'u'zhir/"ir'zhirdungtse'ha'/nyamdeko
地 蔵 菩 薩 経 十 費 目 一 日 童 子 下 念 定光

'zhula'/phudwata'u'tshodi'gyog/'jica'u
如 来 不 堕 刀 鎗 地 獄 持 欝

279 'byardzwa'uzizhibkyab/Oparzhirtha'utse'ha'/nyamyagshile'ulikowur
滅 罪 四 十 劫 八 日 太 子 下 念 薬 師 瑠 璃 光 併

/pudwa'wun'tsha'udi'gyog'byardzwa'u'sam
不 堕 糞 草(5g) 地 獄 滅 罪 三

280 zhibkyab/zhibzi'zhir'charmye'ha'/nyamhyenkyabtshenwur/pudwa'wog
十 劫 十 四 日 察 命 下 念 賢 劫 千 併 不 堕 鍵

thodi'gyog/dzica'u'byardzwa'u"i'tshenkyab
湯 地 獄 持 責 滅 罪 一 千 劫

281 dzwa'u/zhim'gu'zhir/如 dwa'uda'itsyokyun'ha'/nyam"a'myitawur/
罪 十 五 日 五 遷 大 将 軍 下 念 阿 禰 陀併

pudwahampyingdi'gyog/jica'u'byardzwa'u'zhipeg
不 堕 寒 氷 地 獄 持 賓 威 罪 二 百

282 kyab/Ozhibparzhir/yamlawo'ha'/nyamkwanzhe"yimphu'sar/pudwa
劫 十 八 日 間 羅 王 下 念 観 世 音 菩 薩 不 堕

gyamzhudi'gyog/jica'u'byardzwa'ugyi'u
剣 樹 地 獄 持 賓 滅 罪 九

283 zhibkyab/'zhyizhib'sam'zhir/da'utsyokyun'ha'/nyamlucanda'wur/pu
十 劫 二 十 三 日 大 将 軍 下 念 盛 会 那 併 不

dwa‥ga'gyudi'gyog/jica'u'byardzwa'[u]
堕 餓 鬼 地 獄 持 賓 滅 罪

284 "itshenkyab/ /'zhyizhibzi'zhirtha'u'Shanwukyun'ha'/nyamdidzophu
一 千 劫 二 十 四 日 太 山 府 君 下 念 地 蔵 菩

sar/pudwa'jamcagdi'gyogパica'u
薩 不 塵 斬 析 地 獄 持 粛

285 'byardzwa'u"i'tshenkyabdzwa'u/○ 'zhizhibpar'zhirdezhshig'ha'/nyam
滅 罪 一 千 劫 罪 二 十 八 日 市 樺 下 念

a'byitawur/pudwathergyidi'gyog/jica'u
阿 禰 陀 悌 不 堕 繊 鋸 地 獄 持 粛

286 'byardzwa'ugyi'uzhibkyab/○ 'zhizhibgyi'u'zh主r'zlda'uthenwo'ha'/nyam
滅 罪 九 十 劫 二 十 九 日 四 大 天 王 下 念

yagshizhophu'sar/pudwa'gwa'u'bwa'
薬 師 上 菩 薩 不 堕 砥 摩

(59) ｢糞草｣二字,S.2568,S.4443V,S.5892作 ｢糞尿｣,p.3011作 ｢番尿｣,S.2567作 ｢粉草｣｡
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287 di'gyog/jica'u'byardzwa'utshintshenkyab/○ 'samzhib'zhir/da'u'phwam
地 獄 持 賓 滅 罪 七 千 劫 三 十 El 大 究

thenwo'ha'/nyamshigkya'bu'jiwur
天 王 下 念 樺 迦 牟 尼憐

288 pudwa'hwa'u'ga'di'gyog/'jica'u'byardzwa'upartshenkyab/lyug'gywar
不 塵 灰 河 地 獄 持 欝 滅 罪 八 千 劫 六 月

'zh i 'zhir 'shin 'shi'hyo dungュye
二 日 辰 時 向 東 穫

289 gyi'u'bwa'u/jidzwa'u'sam'bwankyab/tshir'gywarlyug'zhir/'gushュ'hyo
九 拝 除 罪 三 高 劫 七 月 六 日 午 時 向

dung上yegyi'uba"u/'byardzwa'u'sam
東 躍 九 拝 滅 罪 三

290 'bwankyab/
寓 劫

VERSO

001 q/ /"主ke'ujo/'zhula'ujihwye'simcungdzo/pushigdzi'shinbunzhiwur
-更 長 如 来 智 慧 心 中 戒 不 識(60)自 身 本 題 併

/'wumye'jo'byi
無 明 障 蔽(61)

002 []ho'[]1e'u'gu"yin/dike'u'wu/'byarlugshig/pu'syoto/'he'主cidzwa
自 荒 亡 了 五 蕗 髄(62)皆 亡 滅 六 識 不 相 富 行 住 坐

gwajotsag"yin/tsig
臥常 作 意 則

003 []Z[]da'izhiwurto/ / "y主ke'ujo/'zhike'両o/[]i'uy主kungtigdzinwu
知 四 大 是 併 堂 - 更 長 二 更長 有 馬 功 徳 壷 無

zho/wu'W主'phabzhekandza'u
常 無 為 法 世 間 造

004 []/"y主npugyi'u/wu'wyi'phwab'ha'udike'uwu/'gyi'uwurze/zh主'pug
作 鷹 不 久 無 為 法 合 髄(63)皆 亡 求 併 性(64) 是(65)宿

then/j主'cha'uge'u/tig'she'u
田 持 欝 戒 得 生

諸本作 ｢知｣o

P.2963V,S.4173,北8371(乃74),◎171如此,p.2690作 ｢病｣,周70作 ｢閉｣｡
p.2690,周70作 ｢聴｣外,諸本如此o

p.2690,P.2963作 ｢聴｣O

｢求悌性｣三字,諸本作 ｢諸係数｣｡またこの句以下 ｢･‥取遅発｣まで諸本 ｢三更｣下に置く｡

周70如此,その他諸本作 ｢賓｣｡
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005 then/she'uthencunggyu'hwandwalag/'dulig'hwa'i'sim'chu'derpan//
天 生 天 中 節 遺 堕 落 努 力 廻 心 取 浬 襲

'zhike'ujo/'sam
二 更 長 三

006 ke'uyan/dzwazhancibdezhim'ningIdem/puzincuthenkamlu'byir/'ba'
更 厳 坐 禅 執 定 甚 能 甜 不 信(66)諸 天 甘 露 蜜 魔

wogywanzhogchula'ikhan
壬(67) 脊 L属 出 来 看

007 zhibziwyi/dzwakyimko/ciwurkuog/byanzhi'pho/dantshizhi'pho
入 聖 位(68) 坐 金 剛 諸 傍 観 遍 十 方 但 知 十 方

gywanzhe''yir/'kywardetig'zhib"yi
願 是 一 決 定 待 人 於

008 wur'hoソ / 'samke'uyan/'zike'ulan/'zhula'ujihywebunla'uzhan/
併 行 三 更 厳 四 更 蘭(69) 如 来 智 慧 本 来 稗

'pham pupunyam
凡 夫 不 念

009 she'u'purbyar/'lyun'ha'i'1yugju'simpll"an/'gyi'uwurze/'hywolikhan/
生 分 別 輪 廻 六 住 心 不 安 求 併 性 向 裏 看

'lye'uwur"yi/
了 併 意

010 'pukogham/'khoda'主ukyabla'ujopu'gu/kyim∑he'phyar"idwan'khanthan
不 覚 寒 噴 大 劫 来 常 不 悟 今 生 蓉(70) 意 噺 憧 含

/ /'zikeulan/'guke'u
四 更 関 (71) 五 更

011 〉pan/'phlldejungdzidzwa'hyunglyen/〉pan'dwa'u'decungjopu'zham /
還 菩 提 種 子 坐 紅 蓮 煩 悩 泥 中 常 不 染

'hingtsyodzedu'hung'kyim'gan/
恒 将 浄 土 共 金 顔(72)

012 ciwurze/'parzhibnyen/'lye'uwur"yi/pudzwa'u'gyan/yaya'je'u'je'u
□ 備 世(73) 八 十 年 了 悌 意 不 在 言 夜 夜 朝 朝

'hingnyam 汝ye/tochugyi'u
恒 念 経 富 初 求

(66) p.2690,周70如此,その他諸本作 ｢宣｣｡

(67) ｢魔王｣二字,S.4173,北8371(乃74),0171作 ｢魔軍｣,P.2690,周70作 ｢摩君｣,P.2963V作 ｢魔君｣｡

(68) ｢入聖位｣以下 ｢-於併行｣まで,諸本 ｢二更｣下に置く｡

(69) P.2690,周70作 ｢難｣,その他諸本作 ｢蘭｣｡

(70) 諸本作 ｢作｣｡
(71) p2690,周70作 ｢難｣,その他諸本作 ｢蘭｣｡

(72) ｢金顔｣二字,諸本如此,但しP.2690作 ｢今連｣,周70作 ｢金連｣｡

(73) ｢□俳世｣三字,諸本作 ｢併在世｣｡
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013 'byeg"yi'gyan'dzyan/namo''amyida'iwur/ /#//'byedan'yin/zhe
曳 一 年 詮(74) 南 無 阿 禰 陀 悌 卒 旦 寅 洗

cog'she'u'hyolezhe[]
足 焼 香 程 世 等

014 'wu'hugyu'hyenzheze'par'gyan/'dul主gzin'simw主1a'u"in/'zhir'chur'ba'u
胡 脆 虎 誠 斉 尊 慮 努 力 信 心(75)未 来 因 日 出 卯

/'byin"an
･illJ も

015 'zhimkye'jwan'she'ga'u/'gwakhuciwurzyalyunwo/'tshe'namgywanzhog
尋 経 停 聖 教 過 去 渚(76)併 給 輪 王 妻 男(77) 脊 属

ha'shi'gwa'u/ /zhig
何 須 巣 食

016 shi'shin/jung'zhanhyu'ba‥bag'she'i'chin/'byanthe'no'noli'upu'dzin/
時 辰 縦 然 穀 罵(78)実 生 噴 偏 髄 膿 膿(79)流不 義

■
tsiylu'bunloggam
□ □ □ ロ ロ(80)

017 'hya'主'shin//'gucungz主/'Sharzhigji'cha'u'bag'thamli/'dzamshitshedze
壊 身 隅 中 巳 折 食 持 奈 美 舎 利 暫 時 清 浄

'ning'huji/'wyiyi'u
能 護 持 惟 有

018 'wunshu'syuyi'uz主//jenam'gu/cung'she'u'duligheo'uha‥hu/'1yugkin
文 殊 ロ ロ ロ(a) 正 南 午 衆 L 生 努 力(82)好 防(83)護 六 根

mundzyen
門 前

019 []'uyungkung/'bagka'u'gwa'主gye'1a'u'syo'pung//'zhirdenwi/cung
須 用 功(84) 莫 交 外 境 乗 相 課(85) 目 映 未 衆

'she'i'duユigchur
生 努 力(86)出

(74) ｢年詮｣二字,S.4173,北8371(乃74)如此,p2690作 ｢年全｣,P.2963V作 ｢年川｣,周70作 ｢連全｣,¢171作 ｢言詮｣｡

(75) ｢信心｣二字,S.2813,P.3113,P,4028作 ｢修取｣,S.5567作 ｢修趣｣｡

(76) p.4028,S.5567如此,P.2813,P,3113作 ｢之｣｡

(77) p.4028,S.5567如此,P.2813,P.3113作 ｢見｣｡
(78) ｢穀罵｣二字,P.4028如此,p.2813作 ｢被馬｣,P.3113作 ｢備罵｣,S.5567作 ｢被薦｣O

(79) ｢膿膿｣二字,P.2813作 ｢農農｣,P.3113,S.5567作 ｢膿血｣,P.4028作 ｢膿嚢｣｡
(80) D□□□□五字,p.2813作 ｢惣是浮譲(?)虚｣,P.3113作 ｢惣是凍嚢虚｣,p,4028作 ｢惣是夫塵敗｣,S.5567作 ｢惣是

□嚢敗｣｡

(81) ｢惟有文殊ロロロ｣一句,P.2813作 ｢即獲爾陀真賓起｣,P.3113作 ｢印獲禰陀珍賓器｣,P.4028作 ｢帥獲爾陀珍賓去｣,
S.5567作 ｢印獲禰陀珍賓器｣O

(82) ｢衆生努力｣匹】字,P.2813,P.3113,P.4028作 ｢努力勤修｣,S.5567作 ｢努力熟修｣o

(83) ｢好防｣二字,S.5567如此,P.3113,P.4028作 ｢存方護｣,P.2813作 ｢存坊｣｡

(84) ｢六根門前須用功｣一句,P.2813作 ｢六根之誰用功夫｣,p,3113作 ｢六根之殊用功夫｣,P.4028作 ｢六根中須用功夫｣,
S.5567作 ｢六根之須用功夫｣｡

(85) S.5567如此,P.2813作 ｢悟｣,P.3113作 ｢吾｣,P.4028作 ｢午｣｡

(86) ｢努力｣二字,P.2813,P.3113,P.4028作 ｢須作｣,S.5567作 ｢作出｣｡
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020 ha'"yi/'bagkhanchurka'khungthedl'u/'bagka'ujug'pungpalodzi'u//
何 意(87) 莫 看(88) 出 家 窒 剃 頑 英 数(89)逮(9D)風 波 浪 走

pa'u'shi'shin/'syu'ning
輔 時 中 ロ(91)能

021 'gwanhe'udza'u'yyu'Hm /"1tShe'ban∑hantsung'simkhyi/'zhl'phohyenzhe
観 行 最 馬 珍(92) 一 切 寓 善(93)従 心 起 十 方 賢 聖(94)

puli'shin/ /
不 離 身

022 zhirzhibyi'u/'bagka'u'gywar'tshupalodzi'u/khung'pha'kung'pumanpa
日 入 酉 莫 交(95) 渇 鹿(96)波 浪(97)走 室 □(98) 功 夫 漫 波

pa'/ha'shi'phabzhu
波 何 時 法 水

023 []'zh主bkhi'u//'hohun'sur/'pam'pucung'she'主cundzwa'udzwa'i/jihywe
得 入 口(99) 黄 昏 成 凡 夫 衆 生 □ 造 罪(100) 智 慧

myeting"amcungchur/
明 燈 闇 申 出

024 []1a'banzhi'ukyuzha'jei/ /'zhindeha'i/'phu'gywancungshe'主yl'uzhim
千 羅 寓 繍 蹄 合 口(101) 人 定 亥 普 勧 衆 生 有 甚(102)

dzwa'u/shigkylyi'u
罪 樺 迦 猶

025 zi'zhlb'derpan/wyiyi'u'wunshu'pojotshir//yabandzi/dungcungkylg
白 人 担 架 惟 有 文 殊 方 丈 室(103) 夜 牛 子 銅 鐘 撃

'ci']igdza'ukhyi
之 即 早 去(104)

｢何意｣二字,P2813,P.3113,P4028作 ｢罪意｣,S.5567作 ｢意聖｣｡

諸本作 ｢言｣｡

｢莫交｣二手,P.4028,P.5567作 ｢不得｣,P.2813,P3113作 ｢不徳｣｡

p4028如此,P2813,P3113,S.5567作 ｢随｣｡

諸本作 ｢若｣｡

p3113如此 P2813,S5567作 ｢展｣,P4028作 ｢親｣｡

｢寓善｣二字,諸本作 ｢善法｣｡

｢賢聖｣二字,p.2813作 ｢之併｣,P.3113,P4028,S5567作 ｢諸併｣｡但しP.3113は,初め ｢之｣と書いて ｢諸｣に

訂正する｡

(95) 諸本作 ｢撃｣｡

(96) ｢鵜島｣二字,p.3113如此,P.2813作 ｢喝鹿｣,P4028作 ｢渇線｣,S.5567作 ｢渇塵｣.

(97) ｢波浪｣二字,P.3113,S5567作 ｢駈焔｣,P2813作 ｢駈泊｣,P.4028作 ｢重病｣｡

(98) 諸本作 ｢走｣｡

(99) ｢何時法水得入口｣一句,P.2813,P.3113作 ｢法水何時徳入口｣,P.4028,S.5567作 ｢法水何時得入口｣.

(100)諸本この一句を放き,｢知恵明燈-｣から始める｡
(101)此一句,P.2813作 ｢宮羅節会戒律建｣,P.3113作 ｢供羅蹄捨戒徳建｣,p.4028作 ｢千羅寓繍倶金蔵｣,S5567作 ｢参羅

節会蔵得見｣｡

(102)｢有甚｣二字,諸本作 ｢莫造｣｡

(103)此一句,P.2813作 ｢去向凡夫徳島在｣,p.3113作 ｢気向凡夫徳島在｣,p.4028作 ｢起向凡夫得点在｣,S.5567作 ｢去向

凡夫得長在｣｡

(104)此一句,P3113作 ｢鋲向凡夫印須去｣,P4028作 ｢銅鍾錆暁郎須去｣,S5567作 ｢振向凡夫印須走｣｡
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026 'ha'主'simpu'zhu'hogdzwazhan/tigba'uci'shi'bagthwa'iu'sim/ / /kye
廻 心 不 如 撃 坐 秤 (105) 得 賛 之 時 莫 退 心(106) 鶏

mye'ch主'u/ 'phu'gwan
唱 丑 普 勧

027 cung'she'!"inpugyi'u/'jana'dzwa'udzwa'u[]wuzho/'samthudi'gyog'wu
衆 生(107)厳 不 久(lob) 剃 那 造 罪 印 無 常 三 途 地 獄 無(log)

zhingyi'u/ / /
人 救

028 『//'wurkuogdzedu'S-tsung'sim'hyenパungjungtso'gyam'simli'she'u/
併 園 浄 土 従 JL､ 現 種 種 荘 厳 心 裏 生

'tsog]1"andi'sa叩'chen
足 指 接 地 三 千

029 ge'u/'hyukhungzheha'idzwahwada'i/pylggalizhe'hyojozha/yi'u"yi'yu
界 虚 空 性 海 坐 花 茎 毘 耶 離城 方 丈 □ (110) 有 - 維

'ba'ho'u'yu'ba'/
摩(111)戟 維 摩

030 'thagbyehyen'shin'zhuyi'udzwa/kugjuwotse'tshila'ugwa'/wu'1yophu
託 病 現 身 而 有 疾 国 主 王 子 悉 来 週(112) 無 量 芸

sar'Shewuncung/
薩 著 聞 衆

031 'lyokhyanwunz主rpukhamwun/yi'u"yiwun'shu'zhibgamwun/'gyi'zhi'zhi
□ (113)遣 問 疾 不 堪 問(114) 有 - (115)文 殊 入 敢(116) 問 居 士 所

dzirzhig'ha"in
疾 是 何 因

032 tabywarbyetsung'gyigyi'ukhyi/yi'u'bye'wunbyeyigwu'ba'u/zhi'u'hwag
答 日 病 従 □ □ (117)起 有 病 問 病 亦 無 口(118) 手 口(119)

zhege'utha'hywo'she'u/
世 界 他 方 生(120)

(105) 此一句,P.4028,S.5567作 ｢不如聞早撃修行｣,P3113作 ｢不知聞早撃禅師｣｡

(106) 此一句,P,3113作 ｢-保之身美空去｣,P.4028作 ｢-賃之身不室去｣,S,5567作 ｢一報之身美室去｣O

(107) ｢普勤衆生｣四字,諸本作 ｢四大之身｣,但しP.4028は ｢之｣を ｢知｣に作る｡

(108) p.2813,S.5567如此,p.3113,P.4028作 ｢救｣｡

(109) P.4028,S.5567如此,p.2813,P.3113作 ｢没｣｡

(110) P.2066(虞本) 作 ｢生｣,略本作 ｢室｣｡

(111) ｢維摩｣,贋本略本倶作 ｢居士｣｡

(112) 鹿本如此,略本作 ｢遇｣｡

(113) 鹿本略本倶作 ｢欲｣｡

(114) 旗本略本倶作 ｢任｣｡

(115) ｢有-｣二手,虞本略本倶作 ｢唯有｣｡
(116) 鹿本如此,略本作 ｢徴｣｡

(117) □口,農本略本倶作 ｢痴愛｣O

(118) 此一句,鹿本略本倶作 ｢我病非有亦非無｣｡

(119) 鹿本略本倶作 ｢櫛｣｡
(120) 鷹本略本倶作 ｢外｣｡
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033 khungcungthenla'u'guwo'she'u/phu'sar'ba'udwan'yungda'主gha'u/ge'utsi
空(121)中 天 口(122)悟 無 生 菩 薩 毛 端 容 大 海 芥 子

ci'dwa'u'dab'su'byi/
之 内 約 須 禰

034 'kojatig'she'u'wushoge'u/gyimge'ucishihabzhe'shln/#//'ga'kyimde
贋 □ 得 生 無 常 界(123) 陰 界 諸 是(124)合 成 身 我 今 頂

byarcizhetsung
別 語 聖 衆

035 dwa'uco/'hing'sha'C-hwawur"y主u'Shewundung'hwog/'he'ujudwa'ujoci
道 場 恒 沙 化 悌 一 時 聞 同 学 好 住 道 場 諸

cungding/'duligzュn'simpu'zha'
衆 等 努 力 信 JL､(125)般 若

036 "in/'hwazho'munti'u'pyi'hwyar'zhug/'wyiyi'u'yuli'uwurgwa'uy主
因 和 間 門 徒 非 血 肉 唯 留 悌 教 以

yu'tsh主n/'grong近ye'jigtsagya'
薦 親 講 経 直 作 耶

037 nyo'zyo/'shwar'phab'hwandungwu'bu"in/kyancigyimge'uho'udzwazh主n
嬢 想 説 法 還 同 父 母 因(126)堅 持 禁 戒 好 坐 禅

//'gywanzh-jing'ywe'1izi
頗 讃 永 離死

038 'she'u'shin/yuzhag'sen'syuzhewurdwa'u/'bagwokyim'shi'zyllng'dzan
生 身(127) 汝 若 先 修 成 併 道(128) 莫 忘 今 時 頒 讃

'zhin/yi'uywan
人 有 縁

039 dza'utlg'jung'syogyan/'buywan"ylbyarwyo'syo'hyi'u/'shwar'phabcizhi
再 得 重 相 見 無 縁 一 別 永 相 口(129) 説 法 之 時

dung"1'mun/'shing
同 一 門 乗

040 'yuncizhidung"yilu/lyung'hwa'samphe'hwa'uticizhi'u/'byitadza'udur
雲(130)之 時 同 一 路 龍 華 三 舎 登初 首 禰 陀 再 親

'zhibywan'jin/do'zhag'chur
入 園 虞 償 若 出

(121) 虞本略本倶作 ｢室｣｡
(122) 鹿本略本倶作 ｢女｣｡
(123) 此一句,贋本略本倶作 ｢虞説身是無常法｣｡

(124) 贋本略本倶作 ｢入｣｡

(125) 諸本作 ｢勤終｣｡

(126) 諸本如此,但しp.4028,北8369(蓋100) 作 ｢恩｣｡

(127) 此一句,p.4028作 ｢遠謹出離死生身｣,北8369(蓋100) 作 ｢願謹早離四(?)生身｣,その他の諸本はこれを放く｡
(128) 此一句,諸本作 ｢汝若在前成俳去｣｡

(129) ｢相口｣二字,諸本作 ｢長分｣｡

(130) ｢乗雲｣二字,諸本如此,唯S.1947作 ｢解脱｣｡
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041 '1yipa''cha'khu/'gyan'zhi'tshi'pyi'syotsebju/khutsa'ukhutsa'udo'zhag
離 液 茶 苦 慮 汝 慈 悲 相 接 取 苦 哉 苦 哉 倭(131)若

churlyib
出 離

042 khudung'hwog/'hodenya'gwa‥hothudwa'u/'bu'mun"irbyeyepurla'i/
苦 同 学 口□□ □ □□ □ 無 門 -別口□□

dzi'udwa'u'hodzwantshen]ozyen
I

□ □ □ □ □ □ □

043 ha'zhirtiggyanlewurla'u/khutsa'ukhutsa'udo'zhirchur1ipaca'ukhudung
何 日 得 見 穫 悌 乗 苦 哉 苦 哉 昔 日 出 離 波 茶 苦 同

'hog
撃

044 ¶//thendi'tshiga'u/ta'wunzhirzhe/byan'shanlimding/dzan'then
天地 □ □ □ □ □□ □ □ □□ □ □

kungtig/1enyamzhan"in/'hwa'u'shiyi'udze/'phuhyungzhewur/
功 徳 程 念 善 因 廻 施 有 情 普 恭 成 併

045 ¶/○/"i'tshe'phuzung/'yun'ha‥'yu'tsh主kye/gyi'ugyedwa'u'byi'gan/
一 切 普 涌 云 何 薦 此 偏 究 責 到 彼 岸

'gwyanwurkha'u
願 併 開

046 'yu'by主r/go'yucung'she'u'shwar//'buntsunzhira//namo"yi'sim/
微 密 廉 薦 衆 生 説 聞 導 師 咽 南 無 一 心

Wung
奉

047 'tshe/'ga‥bun'she'u/'shigkya'bu'jiwur/namo"yi'sim'wung'tshe/"a
請 我 本 師 搾 迦 牟 尼 悌 南 無 一 心 奉 請 阿

myeta'Wur /
禰 陀 価

048 namo"yi'sim /'wung'tshe/tola'u'ha‥she'u'by主lig'tsun'wur/namo"yi
南 無 一 心 奉 請 富 来 下 生 禰 勤 等 俳 南 無 -

'sim /'wung'tshe/
心､ 奉 請

049 zhib'phwo'sam∑he"i'tshecuwur/namo"yi'sim〉wung'tshe/da'upyigyi'u
十 方 三 世 一 切 諸 悌 南 無 一 心 奉 請 大 悲 救

khukwanzhe"yin'pu'sar/
苦 観 世 音 菩 薩

(131) 以下最後 (1.43) まで諸本に無｡
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050 namo"yi'sim /'wung'tshe/'da'u'zheji'pu'sar/namo"yi'sim /'wung
南 無 一 心 奉 請 大 勢 至 菩 薩 南 無 一 心 奉

'tshe/cuda'u

請 誇 大

051 'pusarma'ha‥sarjung/namo"yi'sim'wung'tshe/zhi'phwo'Shewunywan
菩 薩 摩 討 薩 衆 南 無 一 心 奉 請 十 方 著 聞 縁

kog"itshe'hyen
覚 一 切 賢

052 zhe/○/'zhib'pho'wur/ / 'wung'tshedung'phoya/dung'pho'wur/'bu
聖 十 方 併 奉 請 東 方 也 東 方 悌 無

yi'u'lyo/'tshe'wu
以 量 請 悌

053 r-1a'u/'zhib'da'uco/detsejungdingdzwa'ugin'shim /dwa'u'wur'cham
来 十 道 場 弟 子 衆 等 罪 根 深 封 悌 憾

'ha'utig'tshe'tshe/'ha'
悔 得 清 浄 解

054 dwarkyimkodzwa/'hywo'hwa'gungyowur/'wung'tshe'dung'nam'phoya
脱 金 剛 座 香 華 供 養 併 奉 請 東 南 方 也

/dung'nam 'phowur/
東 南 方 併

055 'wung'tshe'nam'phoya/'nam'pho'wur/'wung'tshe'se'nam'phoya/'se'nam
奉 請 南 方 也 南 方 併 奉 請 西 南 方 也 西 南

'pho'wur/
方 イ弗

056 'wung'tshe'se'phoya/'se'pho'wur/'wung'tshe'se'phug'poya'/'se'pug
奉 請 西 方 也 西 方 価 奉 請 西 北 方 也 西 北

'pho'wur/
方 併

057 〉wung'tshe'pug'phoya/'pug'pho'wur/'wung'tshedung'phug'phoya/dung
奉 請 北 方 也 北 方 併 奉 請 東 北 方 也 東

'phug'pho'wur/
北 方 併

058 'wung'tshezho'phoya/'zho'pho'wur/'wung'tshe'ha'''phoya/'ha'‥pho
奉 請 上 方 也 上 方 併 奉 請 下 方 也 下 方

wur/wung'tshe'zhib
供 奉 請 十

059 'poya/'zhib'pho'wur/'wuyi'ulyo'tshewlユrla'u'zhibdwa'uco/'detsejung
方 也 十 方 併 無 以 量 請 横 束 十 道 場 弟 子 衆
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ding'dzwa'ukin'zhim/
等 罪 根 深

060 'dwa'uwur'cham'ha'utig'tshe'tshe/'ha'thwarkyimkozwa/'hywo'hwa'gung
封 併 憾 悔 得 清 浄 解 脱 金 剛 座 香 華 供

yowur/ /
養 悌

061 ¶/○/namo"a'myita'wur/ /"i'gywan'samba'u'hingdzun'llg/'zhi
南 無 阿 摘 陀 悌 - 願 三 賓 恒 存 立 二

'gywanpung'yu'zhun'zhe
廠 風 雨 順 時

062 'he'u/'sam'gywanhug'wozhib'bwan'zye/'zi'gywan'byante/'wuta'u'bye
行 三 顧 国 王 十(132)寓 歳 四 顧 遠 地 無 刀 兵

/'gu'gywan'samthu
五 願 三 塗

063 '1ikhu'dan/'1ug'gywan'peg'bye'dzin'se'u'ji/'tsh主r'gywancung'she'u'he'u
離 苦 難 六 頗 百 病 毒 滑 除(133) 七 願 衆 生 行

'dzi'ha'u/'pwar
慈D孝 八

064 'gywan'du'zhi'bag'shar'she'u/gyi'u'gywan'1a'u'si'u'zhutig'dwar/'zhib
願 屠 見 莫(134)殺 生 九 願 牢 囚 □ 得 脱(135) 十

'gwyanpwabge'u'phu
願 法 界 普

065 "an'mye/'gan'gywan'baggyanta'uko'zhin/'zhi'gywan'bag'wun"er"o
安 寧 眼 願 莫(136)見 刀 光 匁 耳 頗 莫(137)聞 怨 柾(138)

'she/khyi'u'gywan
馨 口 願

066 puywan'yu'simkhyi/'zhi'u'gywan'bag'shar"1cung'she'u/'dzung'gywanto
不 口 達 心 語(13g) 手 願 莫(140)殺 - 衆 生 纏 願 富

1a'u'ju'･byiユig/
来 任 (141)摘 勘

(132) S.4504V如此,龍大本,P.2483,P.3216倶作 ｢毒｣｡

(133) ｢滑除｣二字,S.4504V,P.2483如此,龍大本,P.3216作 ｢除卒｣｡

(134) 諸本如此,但しS.4504Vは ｢不｣に作る｡

(135) ｢牢囚□得腕｣五字,龍大本,P2483倶作 ｢獄囚人得解脱｣,p.3216作 ｢獄困人得憂腹｣,S.4504V作 ｢努行得解脱｣｡
(136) P.2483,SA504V如此,龍大本,p.3216作 ｢不｣｡

(137) S.4504V如此,その他諸本倶作 ｢不｣｡

(138) S.4504V如此,その他諸本倶作 ｢慧｣｡

(139) ｢遠心語｣三字,龍大本,p,2483如此,P.3216作 ｢篤心語｣,S,5404V作 ｢随心義｣｡

(140) S4504V如此,その他諸本倶作 ｢不｣｡

(141) 龍大本,P.2483作 ｢稚｣,P3216作 ｢受｣,S.5404V作 ｢持｣｡
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067 '1en'byi'so'syo'zhib'hwa‥she'/○/#/'zhu'1a'u'shwar'pwab'gywan'wo
連 腎 (142)相 購 入 化 城(143) 如 来 説 法 元 虫

'zhi/ts主g
二 印

068 'yi'ucung'she'u'sim'pu'bye/'si'u'zhan"'i'gywanzhan'simde/'nyamwur
有(144)衆 生 JL､ 不 平 修 伸 一 頗 碍 心 定(145) 念 備

'byigyib′'hwa'wlユr
唯 求 化 併

069 'gyi/"i'ka'ha‥cha‥shanzho'dzi'u/"ika'zhing'shwan'ha'uli'he'u/'shan
迎 -簡 駕 車 山 上 走 -簡 乗 船 海(146)裏 行 山

I
'zhu'gau
水 高

070 'de'kagyi'u"yi/'zhekungtig"ilyokun'bye/'wur'dwa'upuywan'ha'u'S主mci
低 各(147)有 異 成 功 徳 意(148)両倶 卒 併 道 不 達 好 心 室

/kyim 'shin'du
今 身 努

071 '1igme'u'phwa'ukhan/"in'si'upu'ning'zha'1itse/'phude'luzhodwan'phan
力 □ □ □ □ ロ ロ ロ 舎利子 菩 提 路 上 断 筆

ywan/'wugyu'ywo
経 口 □ □

072 'hwa‥dzam'sh主'kan/'dzi'zhan'wo'hwa‥dz主'zhan'she'u/'1un'ha'ukho'kyab
花 暫 時 看 自 然 □ 花 自 然 生 輪 廻 苦 劫

'zhi'u'she'u

ロ 生

073 'zi/'ywancunggwa'zhugjikham'shi'u/'zhe'gywancwan'simgyi'u'he'u'dwar
死 □ □ □ □ ロ ロ ロ 誓 願 専 心 求 解 脱

/'zhe'gywan'sin
誓 願 口

074 'shan'wocizhig/'zhe'gywandzwa'zhandwan'pwan'ywan/∑he'gywan'zhe
ロ ロロロ 誓 願 坐 禅 噺 琴 線 誓 願 成

W11rdwan'she'u'j-zi/○
横 断 生 死

し1

(1

(1

㌧1

(1

(1

(1

) ｢連腎｣二字,龍大本,P.2483如此,P.3216作 ｢憐腎｣,S.4504V作 ｢願備｣｡

) ｢相将入化城｣,諸本如此,但しS.5404V作 ｢婿嘗入化成｣O

) ｢即有｣二手,諸本作 ｢只是｣｡

) 諸本作 ｢浄｣｡

) 諸本作 ｢海｣｡

) p,2250,P.2130作 ｢錐｣,P.3118V作 ｢難｣｡

) 諸本作 ｢理｣｡
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075 #//'kyu'mye'zhi'pho'jeding'kog/'dzwa'u'zhing'bye'u'pwab'bu'sarjung
蹄 命 十 方 正 等 覚 最 勝 妙 法 菩 薩 衆

/"yi'shin'[]ekhyi'u
一 身 ロ ロ

076 "yi'tshe'tshe'gywab/"inkyin'hwabjokunggyele/'wu'shi'1yun'ha'ucuyi'u
一 切 業 態 恕 合 掌 共 敬穫 □ □ 輪 廻 □ □

jung/'shinkhi'u
□ 身 口

077 "yi'gyab'zhu'she'udzwa'u/'zhuwur'pu'sar'zhu'cham'ha'u/'ga'gyingyin
意 業 如 生 罪 □ 併 菩 薩 如 憾 悔 我 口 熱

'cham'ylg
憾 亦

078 'zhu'zhi/'zhu'wur'phu'sar'he'u'gywanjung/kyimko'sam'gywab'zhu'she'u
如 是 □ 悌 菩 薩 □ 願 □ 金 剛 三 業 如 生

'phug/
両

縁 覚 馨 聞 及 有 情 如 執 善 根 轟 随 喜 一 切 是

tingdzwadwa'uco/
等 坐 道 場

080 'ko'gan'kha'u'phoje'u'sam'yo/'ga'kyim'wu'gyu'senkhywan'tshe/jwan
□ □ ロ ロ ロ ロ ロ 我 今 □ 口 先 勧 請 蒋

yi'u'wu'zho/
口 無 上

081 'bye'u'phablun/'zhuyi'u'zhula'u'samge'uju/'1yunpwar'yuyi'u'derpanja
妙 法 輪 如 有 如 来 三 界 住 輪 □ □ □ 浬 襲 □

/'ga'
我

082 ge'ukhywan'tshele'gyi'uju/'puzha'pti'gywangyi'u'zhe'gan/'cham'ha'u
皆 勧 請 ロ ロ ロ 般 若 普 願 救 世 聞 憾 悔

'syu'hyikhywan'tshe
随 喜 勧 請

083 'phug/'gywan'ga'pu'shing'pude'sim/
宿 願 我 □ □ 菩提 心

084 cuwu'pu'sar'bye'ujungjung/'zhoyi'uzhan"yipu"yen'ja/'ll'wu'peg'wu
諸 俳 菩 薩 妙 種 種 □ □ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

'shi'uwu

□ □
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085 'dan/'syug'myejucizyo'gyam'shin/'ywanli'gu'byigur'byici/'sir'ywan
ロ ロ ロ ロロロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロロ 悉 囲

man]0
漏 □

086 'phala'byir/'puglag'pung'zhe'u'she'u'shindzwa'u/'gywanzhoggota'hing
波 羅 蜜 □ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロロ ロ

ci'zhig/
ロ ロ

087 'r-zi'wu'ga'upyan'zhib'dzi'dza'u/'1yugthungcu'zhan'sir'ywan'man/'zhu
□ □ ロ ロ ロ ロ ロ 六 通 □ □ 悉 囲 満 如

kyimko
金 剛

088 jwang/gyib'phu'hyen'gywan/'gywanjwang'ha'u'hyo'yig'zhu'zhig/'de'zhi
憧 及 普 賢 慮 □ ロ ロ ロ 亦 如 是 第 二

'de'sam 'ylg'zhu'zhi
第 三 亦 如 是

089 cung'she'u'wu'pyan'zhe'gywanju/'pan'dwa'u'wupyanzhe'pywandwan/
衆 生 無 蓮 誓 願 □(149) 煩 悩 無 連 誓 願 断

pwa[]'mun'wu'pyan
法 門 無 遠

090 zhe'gywan'hog/'wuzhowurdwa'uzhe'gywan'zhe/'1e'gyamcukungtig/
誓 願 撃 無 上 悌 道 誓 撤 成 穫 念 諸 功 徳

'ha'u'shicuyi'u'dze/
廻 施 諸 有 情

091 'da'udi'pu'tsho'she'u/'ga'tingyicung'she'u/'h-ke'u'gyung'zhe'wurdwa'u
□ □ □ □ 生 我 等 以 衆 生 敬 恭 成 併 道

/○//

092 ¶// //"主'tshekunggyegye'1ezhoju'samba'u/'ma'hapuzhapala
一 切 恭 敬 敬 穏 常 住 三 賛 摩 討 般 若 波 羅

'byir/'ma'hapuzhapala'byir/"itshepu
蜜 摩 討 般 若 波 羅 蜜 一 切 普

093 zung/'zhula'u'bye'u'sheg'sh主n/'zhekan'wuyl'uding/'wubye'pu'si'gyi/
涌 如 来 妙 色 身 世 間 無 以 等 無 比 不 思 議

'zhigukyimgyelle/'zhula'u
是 故 今 敬 産 如 来

(149) P2354作 ｢度｣｡
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094 'Shegwudzin/ji'hwe'yigwug'zhan/"i'tshe'pwabzhoju/zhigu'ga'/kyu
色 無 蓋 智 慧 亦 復 然 一 切 法 常 住 是 故 我 蹄

myelezhoju'samba'u/ / +//
名 躍常 住 三 軍

094anamo'tsh[e]'phab'shinbyelucan'da'wur/namoywanmanba'u'S恒nlucan
南 無 清 法 身 毘 慮 遮 那 悌 南 無 囲 漏 賓 身 慮 遮

'da'wur/namotshenpegha'Shinshigka'bu'j主wur/
那 併 南 無 千 百 化 身 搾 迦 牟 尼 併

095 ¶/ / 'puzhi'u'hye'samgye'u/'zhagden"in'zhi'danli'u/'byim'zye'yam
□ □ □ 三 界 若 □ □□ □ □ □ ロ ロ

'pu/'dz主gyibko'zhusuogjwan/
□ ⊂ 及 □ ロ ロ ロ

096 zhi"ida'u'shi'hwapyir/'yi'u'hyen'byaryu'shonglim /dugkeg'syu'jing'wu
□□ □ □ □ □ □ □ □ □ 讐 林 猪 覚 修 詮 無

'she'u/ba'udzib'hwankyu'derpan/
生 賓 集 □ □ 浬 柴

097 'shewunwyikhyucizhi/cungkyu'zhibyuwuyu/'ho''da'u'1ug'tshu'byethu
著 聞 □ □ □□ □ □ □□□ロ ロ ロ 六 趣 □ □

/'yi'uli'両i'pwa'u'hwan/'shingwu'she'u'byarja/
□ □□ □ ロ ロ ロ 生 滅□

098 tsa'u/'zhankyimdzwatsyenji'hya'u'ding/'ciblu'hun'ho'/'zhu'gim"yija
□ □ □ □ ロ ロ ロ ロ ロロロ ロ ロ ロ ロロ

/〉wungyi''lolekha'u'tsh主rci'pugcizhu
□ □ □□□ □ □ □□□

099 'shong'sharya'/yu'wole'da'u/"yeledugzung/'tshe'ganpu[]ung/cuyu
□ □ □ □□□ □ □口頭 涌 □ □ ロ ロ ロロ

'wungkuog/'hwa'uyuzhekan/yi"inggyi'uju
ロ ロ ロ ロ世 開 口 □ ロ ロ

100 "yu'zhikho'khug'ywye'hwa/khyiyu'gyabyu'dan'ba'iu/"yentsung'pung
ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロロ ロ ロ ロ ロ ロ

tsog/'Shiyunpude/'bu'tshi'ga'gyibji'ha'uding/
口 □ □ □□ □ □ ロ ロロ ロ ロ

101 'nyamshe'udza'gyijung/yogyog"in'shim /'gra'zhi"a'u"a'u/thungkhug
□ □ □ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ ロ

'byi"1g'1an'de/
■ ■■ 曹

102 ¶/ /"itshekunggyeyuthenlung'pwar'bu/cuzhan'zhinwogyelezhoju
一 切 恭 敬 馬 天 龍 八 部 諸 善 紳 王 敬 穫常 住
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samba'u/'ylユWOjazho'phyan'wo'she'ugyelezhojll'sam
三 賓 爵~l= 者 上 品 往 生 敬 穫 常 任 三

103 [ba]'u/'yu'ba'uju'pug'hyweco'gyamgyelezhoju'samba'u/yukugthu"an
賓 馬 賓 王 両 恵 荘 厳 敬 穫 常 住 三 資 烏 国 土 安

'mye"an'mye'phablunzhojwangyele'pu'sar
寧 安 寧 法 論 常 特 敬 穫 菩 薩

104 she'wunywan kog"itshehyenzhe//'zhizhig'ji'u'gyan/'zhijazhi'uja/
著 聞 縁 覚 一 切 貿 聖 施 食 呪 廟 施 者 受 者

'pwabge'ucung'she'u/'phudunghungyo＼'tshizhig/ /○/dingkung/
法 界 衆 生 普 同 供 養 此 食 等 供

105 'samding'1ug'byi/'hyenwurgyib'sing＼'phwabge'ucung'she'u/ /ju'dzyen
三 徳 六 味 顛 俳 及 僧 法 界 衆 生 □ □(150)

'tshllZhig'pu[d]unggung'yo＼'tsuzhig/ /○/yuzhig'zhi/'dzan'yu'yyujo
此 食 普 同 供 養 此 食 己 食 時 残 有 飴□ (151)

/'hwa'uyi
廻 □

106 zhiju/totola'uzhe/'bagjong'zhedwa'u/○/"i'tshe'phuzung/'chu
施 主 嘗 嘗 来 世 莫 障 聖 道 一 切 普 詞 虞

'zhe'uke'u/'zhu'hyul]ul]/'zhulen'hwa'pu'[]'zhu
世 界 如 虚 空 如 蓮 華 不 着 水

107 'sim'tshe'tshe/'tshe'u"yibyi/khye'zhi'ule'wuzhotsun/0/'bu'zhiji'u
心 清 浄 超 於 彼 稽 首 穫 無 上 専 布 施 呪

gywan/'zhi'buzhi'yi'sizhangwaba'uwo
頗 □ (152)布 施 与 斯 善 果 報 往

108 'she'u'se'pho/'hyantsunwur"anlag/'ywangyibcuyi'udze＼'ga'ting[]cung
生 西 方 現 存 俳 安 楽 縁 及 諸 有 情 我 等 □ 衆

'she'u/ /ke'ugyungzhewur'dwa'u/
生 皆 共 成 併 道

109 "itshekunggyegyelezhoju'samba'u/yu'Shwarkhung'[]ihi'ujungzhanco
一 切 恭 敬 敬 樽 常 住 三 賛 篤 設 供 以 後 衆 善 荘

'gywam gyelezhoju'samba'u/yu〉lugdwa'ucung'she'u
厳 敬 穫 常 住 三 賓 薦 六 道 衆 生

110 1ijo'he'udwar/'hwa'nyam"itshe'hyenzhe/
離障 解 脱 和 南 一 切 賢 聖

111 ¶/ /''yi'tshekunggyegyelezhoju'samba'u/'zhijujungding/'zhinkag
一 切 恭 敬 敬 躍 常 住 三 賓 是 諸 衆 等 人 各

(150) 此二字,S.1473V無｡

(151)口,S1473V作 ｢食｣｡
(152) ロ,S.1473V無｡
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wugyu/'gyamji'hyo'hwa/'zhu'phabgungyo/ /
胡 脆 厳 持 香 華 如 法 供 養

112 'gyan'tsh主'hyo'hwa‥yun/byanman'zhi'phoge'u/gyungyo"i'tshe'wur/
願 此 香 華 雲 遺 漏 十 方 界 供 養 一 切 併

'hwa''wur'pyiphu'sar/'wuzhu'she'wuncung/
化 俳 並 菩 薩 無 数 著 聞 衆

113 jungzhi'u'tshi'hwo'hwa‥yun/'yuyigo'myeda'u/'go'yu'wupyange'u/
衆 受 此 香 華 雲 以 馬光 明 墓 康 於 無 遠 界

wupyan'wulyotsag'wur'zhi/○//
無 連 無 量 作 僻 事

供 養与 恭 敬 一 切 普 涌 如 来 妙 色 身 世 間

'wuyiding/'wubyipu'si'gyi/'zhigukyimgye[1]e
無 以 等 無 比 不 思 議 是 故 今 敬 穫

115 'zhula'u'shegwu'dzin/'ji'hywe'yig'pug'zhan/"i'tshe'phwabzhoju/'zhi
如 来 色 無 蓋 智 慧 亦 復 然 一 切 法 常 住 是

'gu'ga'/kyu'myelezhoju'samba'u/
故 我 蹄 命 穫 常 任 三 賓

116 thanwurkungtig/○/wuryi'u'sam'sh主m'zhizyo/'pwa'zhib'syu'hyi'ho'u
歎 併 功 徳 併 有 三 十 二 相 八 十 随 形 好

/'samge'uducung'she'u/gyanzhezhewur
三 界 度 衆 生 見 所 成 併

117 dwa'u/○/namodung'pho'syu'byitingko'mye'zhula'u'zhi'phowurding/
道 南 無 東 方 須 禰 燈 光 明 如 来 十 方 価 等

"i'tshecuwur/namopyipa'shi'zhula'u'gwakhyi'tsh主
一 切 諸 併 南 無 毘 婆 戸 如 来 過 去 七

118 wurding/"i'tshe'cu'wur/namo'phuko'zhula'u'guzhib'samwurding/"i
俳 等 一 切 諸 併 南 無 背 光 如 来 五 十 三 価 等 -

'tshecu'wur/namodung'phozhantig'zhu
切 諸 併 南 無 東 方 善 徳 如

119 la'u'zhi'pho'wulyowurding/"i'tshecu'wur/namokyunate'zhula'u'hyen
乗 十 方 無 量 傍 等 一 切 諸 備 南 無 拘 那提 如 来 賢

kyab'tshen'wurding/''i'tshecu'wur/
劫 千 係 等 一 切 諸 悌

120 namoshikya'wu‖ji'zhula'u'sam'shim'gu'wurding/"i'tshecu'wur/namo
南 無 樺 迦 牟 尼 如 来 三 十 五 俳 等 一 切 諸 悌 南無

dung'pho"i'chog'zhula'u"i'bwan
東 方 阿 閑 如 来 - 寓
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121 'gu'tshenwurdlng/"i'tshecuwur/namoba'u'dzib'zhula'u'zhi'shim'gu
五 千 俳 等 一 切 諸 悌 南 無 賛 集 如 来 二 十 五

wurding/"i'tshecuwur/namo'pwabko'mye
価 等 一 切 諸 併 南 無 法 光 明

122 'tshedzekha'u'pholen'hwawur/namo'hyukhungkungtig/'tshe'tshewyi
清 浄 聞 方 蓮 華 併 南 無 虚 空 功 徳 清 浄 微

jungding/'bugdwan]e/'kungtigzyo/'ko'mye'hwa'/'pwa
衆 等 目 端 正 功 徳 相 光 明 花 波

123 di'u'bwa'/'1i'uliko/'ba'ude'hyo/'dzwa'u'zho'hyo/gungyokylryi/jung
頑 磨 瑠 璃 光 賓 髄 香 最 上 香 供 養 詑 巳 種

jungco''gyam /kyegyewulyowupyan/'zhir'gywar
種 荘 厳 敬 敬 無 量 無 連 日 月

124 ko'mye/'gywanligco'gyam /'byan'hwa'co'gyam /'pwabge'u'tshur'she'u
光 明 願 力 荘 厳 変 化 荘 厳 法 界 出 生

/'wujo'ga'uwo'zhula'u/○/namo
無 障 擬 王 如 来 南 無

125 'ho'uzyo'zhir'gywar/'ko'mye'hwa'/'gywanba'ulen'hwa'/kyan'zhukyim
豪 相 日 月′ 光 明 花 願 賓 蓮 華 堅 如 金

ko/'shin'zhubyilucan'da'/'wuJO'ga'u
剛 身 如 毘 慮 遮 那 無 障 磯

126 'gan/ywanmanzhi'wo/'phokoje'u/"主'tshewur'cham /zyowo'zhula'u/
眼 囲 漏 十 方 放 光 照 一 切 併 叉 相 王 如 来

○/namo'phuyuzhoge'uthen'sen/'1yung'then'par
南 無 普 雷 上 界 天 仙(153) 龍 天 八

127 'bu/deju'zhin'wo/'shl'sing'wu'bu/'zhlb'phozhHu/gyib"ibyan'pwab
部 面 主 人 王 師 僧 父 母 十 ･万 施 主 及 以 遠 法

ge'ucung'she'u/'slm'gywandwanjijo/kyu'myele
界 衆 生 心 願 断持(154)障 蹄 命 穫

128 'cham'ha'u/○/ji'slm'cham'ha'u/"1'tshe'gyabjo'ha'u/'ke'ucungwozyo
憾 悔 至 心 憾 悔 一 切 業 障 海 皆 従 妄 想

'she'u/'zhag'yog'cham'hwa'uja/
生 若 欲 憾 悔 者

129 twandzwakwanzhirzyo/つungdzwa'u'zhi'sholu/'hye'zhir'nlng'se'u]u/'zhi
端 座 親 書 相 衆 罪 如 霜 露 慧 日 能 滑 除 是

gu"ingJi'sim /gyin'cham〉lugkin'dzwa'u/'cham'hwa'u
故 鷹 至 心 激 憤 六 根 罪 憾 悔

(153) S.1473V如此,中村不折菌蔵本,S.236,S5562作 ｢先｣o
(154) ｢除｣,S.1473V作 ｢疑除｣,S5562作 ｢除諸｣,中村不折奮蔵本,S236作 ｢持知｣｡
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130 yikyu'myele'samba'u/Oji'sim'hwar'gywan/'gywan'ga'ding'she'u'she'u
己 轟 命 穫 三 膏 至 JL､ 寄 願 願 我 等 生 生

'zhi'cu'wur/'zhe'zhe'hing'wun'ha'dwar"yiya
是(155)諸 併 世 世 怪 聞 解 脱 因 也

131 'hyung'zhe'byedingducung'she'u/'py主rgye'syug'zhe'wuzhodwa'u/'pwar
弘 誓 卒 等 度 衆 生 畢 責 造(156)成 無 上 道 蓉

'gywanyikyu'myele'samba'u/○/"i'tshe'phuzung/
願 己 蹄 命 穫 三 賛 一 切 普 涌

132 'dz主'zhege'u/ge'u'zhu/'hyu'khung/'zhulen'hwa/'pu'zhajag'zhu'sim
此 世 界 皆 如 虚 空 如 蓮 華 不 染 濁 水 心

'tshe/tshe/'che'u"y主'byikhyezhi'ule'wuzhotsun
清 浄 超 於 彼 稽 首 穫 無 上 専

133 0/'shwargye'pwar'gyan/'gywan"i'tshikungtig/'phugyungcuyi'udze/
説 偏 蓉 願 願 以 此 功 徳 普 及 諸 有 情

'ga'tingyucung'she'u/ke'ugyungzhewurdwa'u/○/
我 等 以 衆 生 皆 共 成 横 道

134 "i'tshekunggye'dzikyuy主wur/'to'gywancung'she'u/'the'heg'da'u'to/
一 切 恭 敬 日 韓 依 併 嘗 願 衆 生 聴 撃 大 道

pwar'wuzho"yi/dz主kyuyi'pwab/'to'gwyancung
聾 無 上 意 日 韓 依 法 嘗 願 衆

135 'she'u/'shim'zhibkyedzo/'ji'hywe'zhu'ha'u/'dz主kyuyi'sing/to'gywan
生 深 入 超 戒 智 慧 如 海 自 轟 依 僧 雷 願

cung'she'u/'thunglida'u'jung/"1'tshe'wu'ga'u/
衆 生 統 理 大 衆 一 切 無 磯

136 'gwyancucung'she'u/cu"ag'bagtsag/cuzhan〉wung'he'u/'zhi'jekhyiyi
願 諸 衆 生 諸 悪 美 作 講 書 奉 行 是 浄 其 意

wur'ga'u/'ha'nyam"i'tshe'hyenzhe/○/
併 敏 和 南 一 切 貿 聖

137 begjung'ding/'the'shwar'ho'hun'wuzhogye/'se'pho'zhir'byilu/'jinla'u
白 衆 等 聴 説 黄 昏 無 常 偏 西 方 目 口 □ (157) 塵 努

'ylg'byiwijin/la'u'bye'shuzhir'[C]i
□ 微 塵(158)老 病 □ 日(159)至

138 'syokhanpugyi'ugye/nyamnyam'tsha'unyamtsog/'yi'u'Z恒'zye'u'syu'byi
相 看 不 久 居 念 念 催 念 足 猶 如 小 水 魚

＼1

㌧1

(1

Ll

(1

) 中村不折竃蔵本,S.236如此,S1473V,S.5562作 ｢値｣｡

) S.1473V,S.236,S.5562如此,中村不折葛戒本作 ｢造｣o

) □口,諸本多作 ｢巳暮｣｡

) ｢□微塵｣三字,各本多作 ｢猶末除｣,中村不折葛蔵本作 ｢有微塵｣,S.4300作 ｢由夫塵｣｡

) ｢□日｣二字,諸本並作 ｢死時｣O
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/khwyanju'he'udwa'ujung/gyin'hegci'wu'gyi/
勧 諸 行 道 衆 熱 学 至 無 飾

139 0/begjungding/'theshwar'chuya'wuzhokye/'pwan'dwa'u'shimwu'de
白 衆 等 聴 説 初 夜 無 常 偏 煩 悩 深 無 底

/'she'uzi'ha'u'wu'pyan/'du'khu'zywanwyici/
生 死 海 無 連 度 苦 船 未 至

140 'yun'ha‥ga'u'zhu'myen/'zhu'myen'tokeog'gu/'wurlizhu'wy主'jin/'yung
云 何 楽 睡 眠 睡 眠 嘗 覚 悟 勿 令 睡 微 塵畑) 勇

'me'ugyintse'dzin/'phudedwa'udzi
猛 勧 精 進 菩 提 追 白

141 'zhan/○/'ha'u'ho'pwar'gywan/zhola'u'ho'hunle'cham /'tshi'she'u
然 廻 向 零 願 上 乗 黄 昏 扉豊 憾 取 修

kungtig/'sen'syo'zi'"yig/'bwam
功 徳 先 婿 此 益 焚

142 'sh主gzyi'wo/'1ungthen'pwarbu/deju'zhinwo/'shi'sing'wu'bu/gyib
揮 四 王 龍 天 八 部 帝 主 人 王 師 僧 父 母 及

zhancizhig'zhi'phozhiju/lugduywan＼gy主b"ibyan'phwabge'ucung'she'u/
善 知 識 十 方 施 主 六 度 囲 及 以 遠 法 界 衆 .坐

143 da'uzhe'chingnyam /maha'puzhapala'byirco'gyam"i'tshe'phuzung/
大 著 構 念 摩 討 般 若 波 羅 蜜 荘 厳 一 切 普 涌

nyam"amyitawur/nyamshigkya'wlユ'jiwur/
念 阿 禰 陀 併 念 揮 迦 牟 尼 悌

144 nyam'byiligtsunwur/nyam'byi'pa''shiwur/nyam'ka''shabwur/nyamshi
念 禰 勤 等 悌 念 毘 婆 戸 併 念 迦 薬 価 念 F

'khyiwur/nyamkyu'da‥ham'wu'jiwur/
棄 備 念 拘 那 含 牟 尼 悌

145 [nya]m'kyuli'utsunwur/nyamdekowur/nyamwun'shule'pusar/nyam
念 拘 留 専 併 念 定 光 価 念 文 殊 利 菩 薩 念

pu'hyen'pusar/nyamkwanzhe"yin'pu
晋 賢 菩 薩 念 観 世 青 書

146 sar/nyamzhotsedzin'pusar/nyam'hyu'khungdzyo'pu'sar/nyamkyimko
薩 念 常 精 進 菩 薩 念 虚 空 蔵 菩 薩 念 金 剛

dzyo'pu'sar/nyam'byiユig'pu'sa[r]
戒 菩 薩 念 禰 勘 菩 薩

147 nyam'hwa''gyam'phu'sar/nyamda'uco'gyam'pu'sar/nyamba'udzyo'phu
念 ノ華 厳 菩 薩 念 大 荘 厳 菩 薩 念 脅 威 菩

sar/nyam tigdzyo'phu'sar/nyam
薩 念 徳 戒 菩 薩 念

(160) ｢微塵｣二字,諸本並作 ｢覆心｣｡

319 〔62〕



チベット文字書寓 ｢長嶺｣の研究

148 'zhirdzyo'phuTsar/nyam'gywardzyo'phu'sar/nyam'zhuyi'ulun'phu'sar/
日 蔵 菩 薩 念 月 戒 菩 薩 念 如 意 輪 菩 薩

nyampukhunggywan'sag'phu'sar/
念 不 空 箱 索 菩 薩

149 nyam'samthu'pwar'dan/zhi'ukhucu'she'u/'gywanke'ulikhu/ge'uyi'udi
念 三 塗 八 難 受 苦 衆 生 頗 背 離 苦 皆 有 地

dzwaphu'sar/○○/
戒 菩 薩

150 ¶/ /'yyunce'ule'cham /''i'tshekunggye/gyelezhoju'samba'u/'zhiju
寅 朝 程 憾 一 切 恭 敬 敬躍 常 任 三 賛 是譜

jungding/'zhinkag'hugyu/
衆 等 人 各 胡 脆

151 'gyamji'ho'hwa'/'zhu'phabgungyo/'gywan'tshi'ho'hwayun/byanman
厳 持 香 華 如 法 供 養 願 此 香 華 雲 遍 漏

'zhi'phoge'u/gungyo"i'tshewur
十 方 界 供 養 一 切 俳

152 'hwa'wur'byi'sar/'bu'shu'Shewuncung/'zhi'u'tshi'ho'hwayun/yi'uyu
化 悌 並 薩 無 数 馨 聞 衆 受 此 香 華 雲 以 馬

ko'mye'da'i/goyu'wupyange'u/
光 明 墓 虞 於 無 連 界

153 'wupyan'wulyotsag'wurzhi/〇gungyoyikunggye/"i'tshe'phuzung/'zhu
無 遠 無 量 作 悌 事 供 養与 恭 敬 一 切 普 請 如

1a'u'bye'u'sheg'shin/'zhe丘an
乗 妙 色 身 世 間

154 'wuyiding/'wubyipu'si'gyi/zhigukyimgyele/'zhula'usheg'wudzin/ji
無 以 等 無 比 不 思 議 是 故 今 敬 樽 如 来 色 無 益 智

'hyweyig'wug'zhan/"i'tshe
慧 亦 復 然 一 切

155 'phabzhoju/'zhigu'ga'/kyumyelezhoju'samba'u/thanwurkungtig/○
法 常 住 是 故 我 轟 命 頑 常 住 三 賓 歎 悌 功 徳

/wur'myenyi'u'zhi'dze'man
悌 面 猶 如 浮 満

156 'gywar/'yig'zhi'tshen'zhir'bwoko'mye/'wugdzye'sl'ugo'zhag'tshenyen/
月 亦 如 千 日 放 光 明 日 揮 修 廉 若 胃 蓮(161)

'jibegje'mye'zhikha‥shwar/
歯 自 賛 蜜 如 可 雪

(161)｢青蓮｣二字,S.5620如此,S.5562作 ｢青連｣,P2991作 ｢清蓮｣｡
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157 'wurtig'wupyan'zhuda'u'ha'u/'wu'hyan'bye'uba'uciggyijung/ji'hywetig
価 徳 無 蓮 如 大 海 無 限(162)妙 賓 積(163)其 中 智 慧 得

zhu'jyin'hing'mye/'peg'tshen
水 鏡 恒 冥(164) 百 千

158 'zhi'de'hra[m][]ungman/
勝 定 成 充 満

159 'dzan'than'zhula'u/'zhi'she'ukungもig/'ha'u'shiyi'u'tshe/'phugyung∑he
賛 嘆 如 来 如 生 功 徳 廻 施 有 情 普 及 成

wur/○/gyelebyilucana'wur/
悌 敬 穫 民 度 遮 那 併

160 gyelelu'shannawur/gyele'shiggy乱'bu'jiwur/gyeletung'phozhantigwur
敬 穫 慮 舎 那 俳 敬 穫 樺 迦 牟 尼 悌 敬 穫 東 方 善 徳 悌

/gyeletung'nam'pho'wu"yi'u
敬 樫 東 南 方 無 憂

161 tigwur/gyele'nam'phocandantigwur/gyele'se'nam'phoba'uzhing'tig
得 悌 敬 穫 南 方 栴 檀 得 悌 敬 樽 西 南 方 賓 勝 得

wur/gyele'se'pho'bulyo'mye
併 敬 穫 西 方 無 量 明

162 wur/gyele'se'phug'pho'hwadingwur/gyele'pug'phozyotigwur/gyele

悌 敬 穫 西 北 方 花 得 価 敬 頑 北 方 相 得 併 敬 穫

dung'phug'pho'samzhlng'hye'u
東 北 方 三 勝 行

163 wur/gyelezho'phogojungtigwur/gyele'ha''pho'myetigwur/gyeleto
悌 敬 穫 上 方 虞 衆 得 悌 敬 穫 下 方 明 得 併 敬 穫 富

la'u'ha‥she'u'byilュgtsunwur
乗 下 生 禰 勤 等 悌

164 gyelegwa'hyen'wyila'u'zhi'pho'sam∑he"i'tshecuwur/'gyele'zhali'hyezyo
敬 穫 過 現 未 来 十 方 三 世 一 切 諸 悌 敬 穫 舎 利 形 像

wulyoba'uthab/gyele'shlm
無 量 賓 塔 敬 肩豊 十

165 'zhibutsunkye'zhim'shim'phabz-dzyo/gyelecuda'u'pu'sar'maha''sarjung
二 部 等 樫 甚 深 法 戒 敬 躍 諸 大 害 薩 摩 言可 薩 衆

/gyele'shewunywankeg"i
敬 穫 馨 間 接 寛 一

166 'tshe'hyenzhe/○/yuthenlung'pwarbu/cuzhan'shinwo'/gyelezhoju
切 賢 聖 馬 天 龍 八 部 諸 善 紳 王 敬 穫 常 住

(162) ｢無限｣二字,p.2991如此,S5562作 ｢而是｣,S5620作 ｢如是｣｡

(163) S.5562如此 S5620,P.2991作 ｢印｣｡

(164) S.5562如此 S5620,P.2991作 ｢盈｣｡
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samba'u/yugwa'hyencizhi/'hing'yudwa'u
三 賛 馬 過 現 講 師 恒 ､馬 道

167 zhi'u/gyelezhoju'samba'u/yudejuzhe'hwa'wugyunggyelezhoju'sam
首 敬 穫 常 住 三 賓 篤 帝 王 聖 化 無 窮 敬 稽 常 住 三

ba'u/yutha'iutsiciwo'phugyam〉wan'gyab/gyele
賓 馬 太 子 諸 王 肩 延 寓 業 敬 穫

168 zhoju'samba'u/yu'wunwu'begkwan'hingkyulogyu/gyelezhoju'samba'u
常 住 三 賛 篤 文 武 百 官 恒 其 線 位 敬 穫 常 住 三 賓

/'yu'shi'singwu'bu/gyibzhan
馬 師 僧 父 母 及 善

169 cizhiggyelezhoju'samba'u/'yuzhib'phozhiju'lyugthu'ywanman/gyele
知 識 敬 穫 常 住 三 賓 馬 十 方 施 主 六 度 園 満 敬 穫

zhoju'sam ba'u/'yu'samtu'pwar'dan
常 住 三 賓 篤 三 塗 八 難

170 zhi'ukhucung'she'u/'gywanke'ulikhuzhoju'samba'u/'yukugthu"an'mye
受 苦 衆 生 願 皆 離 苦 常 住 三 賓 馬 国 土 安 寧

'phwablunzhojwangyele/zhoju'samba'u/ /
法 輪 常 時 敬 穫 常 住 三 軍

171 /○/yu'phab'ge'uyi'u'tshele'wur'cham'ha'u/'ji'sim'cham'ha'u/'zhib
篤 法 界 有 情 穫 悌 憾 悔 至 心 憾 悔 十

'pho'wulyowur/'zhiju'wupu
方 無 量 価 所 知 無 不

172 pudzin/'ga'kyim'syeryidzyen/'pwarlu'ha'ucu"ag/'sam'sam'habgyi'u
不 義 我 今 悉 於 前 蓉 露 廻 諸 悪 三 三 台 九

cung/'jung'sam'pwan'dwa'ukhyi/kyim
種 従 三 煩 悩 起 今

173 'shin'zhagjan'shin/y主'udzwa'uke'u'cham'ha'u/"i'sam"agdwa'ucung/
身 若 前 身 有 罪 皆 憾 悔 於 三 悪 道 中

'zhag"ing'zhi'u'gyabba'u/'gywantig
若 臆 受 業 報 願 得

174 kyim'shinzho/'pu'zhib"agdwa'uzhi'u/'cham'ha'uyikyu'myele'samba'u
今 身 常 不 入 悪 道 受 憾 悔 己 蹄 命 穫 三 賓

/〇日i'sim'khywan'tshe/zhib'pho
至 心 勧 請 十 万

175 cu'zhula'u/'hyendza'uzhedwa'uja/'ga‥tshejwan'phablyun/"anlagcu
諸 如 来 現 在 成 道 者 我 請 韓 法 輪 安 楽 譜

cung'she'u/'zhi'pho"i'tshewur/'zhagyogzha
衆 生 十 方 一 切 価 若 欲 拾
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176 yog'zha'zhi'u'mye/'ga'kyim'di'u'myele/khywan'tshelegyi'uju/khywan
欲 拾 毒 命 我 今 頑 命 穫 勧 請 令 久 住 勧

'tsheyikyumyele'samba'u/○/ji'sim
請 己 蹄 命 穫 三 賓 至 心

177 'syu'hyi/'zhiyi'u'bu'zhi'phug/'jige'u'si'uzhan'hywe/]'ung'shinkhi'u"yi
随 喜 所 有 布 施 両 持 戒 修 揮 悪 徒 身 口 意

'she'u/khyi'ula'ukyimzhiyi'u/'jib
生 起 来 今 所 有 習

178 'heg'sam'shing'zhin/gyutso"i'shinja/'wulyo'zhinthen'phug/jungding
撃 三 乗 人 具 足 一 乗 者 無 量 人 天 両 衆 等

ke'u'syu'hyi/'syuhyiyikyumyele
嘗 随 喜 随 喜 己 蹄 命 躍

179 'samba'u/○/ji'sim'ha'u'hwo/'ga'zhitsag'phug'gyab/"i'tsheke'u'hwa
三 賓 至 心 廻 向 我 所 作 宿 業 一 切 皆 和

'hab/yudugyun'she'ugu/
合 薦 度 群 生 故

180 je'ha'u'hwo'wurdwa'u/'dzwa'u"ying'zhi'zhi'cham /'khywan'tshe'syu'hyi
正 廻 向 悌 道 罪 磨 如 是 憾 勧 請 随 喜

'phug/'ha'u'hwoyiyu'phude/'ha'u'hyoyi
宿 廻 向 以 薦 菩 提 廻 向 己

181 kyu'myele'samba'u/○/ji'sim'har'gywan/'gywancucung'she'uding/
蹄 命 穫 三 賓 至 心､ 尊 願 願 諸 衆 生 等

'zhir'pwar'phude'sim /'kye'sim'zho'si
悉 番 菩 提 心 繋(165),L､常 思

182 nyam /zhib'phwo"i'tshe'wur/'phug'gywancucung'she'u/'ywe'phwa'cu
念 十 方 一 切 併 伏 願 諸 衆 生 永 破 諸

pwan'dwa'u/1e'ule'ugyanwurEye/yi'u'zhi
煩 悩 了 了 見 儒 性 猶 如

183 'bye'utigding/'hwar'gywanyikyumyele'samba'u/○/"i'tshekunggye/
妙 徳 等 尊 慮 己 蹄 命 穫 三 賓 一 切 恭 敬

'dzikyuyi'wur/to'gwyancung'she'u/ /
日 韓 依 悌 嘗 顧 衆 生

184 the'hegda'udo'pwar'wu'zho"yi/'dzikyuyi'phab/to'gywancung'she'u/
聴 撃 大 道 聾 無 常 意 自 蹄 依 法 嘗 願 衆 生

'shim'zhibgy-近ye'dzyo'ji'hywe'zhu'ha'u/
深 入 経 戒 智 慧 如 海

(165) S.236如此,S.1473V,S,4300,S5620並作 ｢計｣,S.5562作 ｢敬｣,中村不折蓄蔵本作 ｢経｣0
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185 'dzikyuyi'sing/'to'gywancung'she'u/'thunglida'ujung"i'tshe'wu'ga'u/
自 蹄 依 僧 嘗 願 衆 生 統 理 大 衆 一 切 無 磯

'gywancucung'she'u/'sam'gyab'tshe
願 諸 衆 生 三 業 清

186 'tshe/'wung'ji'wur'ga'u/'ha'nyam"i'tshe'hyenzhe/○/'begjungding/
浮 奉 持 併 敏 和 南 一 切 貿 聖 白 衆 等

I
'theshwaryunce'u'tshe'tshegye
聴 説 寅 朝 清 浄 侶

187 'yog'gyi'u'dzin'byarlag/'to'heg'sha'mun'pwab/'"yizhi'cu'shin'm立e/
欲 求 寂 滅 楽 雷 撃 沙 門 法 衣 食 譜 (166)身 命

'tsye'dzu'cujungding/kylm
精 鹿 諸 衆 等 今

188 'zhiryunce'u/'tshe'tshekye/zhotsun'ha''dzwa'kaggyilyugnyam/○/beg
日 寅 朝 清 浄 偏 上 中 下 座 各 記 六 念 自

I
jungdingthe'shwargu'shi'wu
衆 等 聴 説 午 時 無

189 zhokye/'zhin'she'uputsyedzin/'yu'zhagzhu'wukin/'tsha'u'hwaci'zhir
常 備 人 生 不 精 進 境 若 樹 無 根 菜 花 値 日

cung/'ningtiggyi'shi'sen/
中 能 得 幾 時 鮮(167)

190 hwayigpugyi'u'sen / 'shegyig'pyi'sho'ho'u/'zhin'mye"i'cha''da'/'shu
花 亦 不 久 鮮(168) 色 亦 非 常 好 人 命 -(169)剃 那 須

"ig'dan'kha'ba'u/
輿 難 可 保

191 0/begjungding/the'shwarcungyya‥wuzhokye/'zhi'ding'wurba'u'tshi
白 衆 等 聴 説 中 夜 無 常 侶 汝 等 勿 抱 醜

'zhi'gwa'/jungjungpu'dzye'ga''mye'shin
P 臥 種 種 不 浄 僧 名 身

192 'zhitig[]ung'bye'dzyen'zhibthe/C-jungkhuthungdzib"an'khaHgan/○/
如 得 重 病 箭 入 髄 種 苦 □(170)集 安 可 眼(171)

begjungding/theshwar'hi'uya'wu
白 衆 等 聴 説 後 夜 無

Ll

(1

(1

(1

(1

(1

) 諸本並作 ｢支｣,今依S.2360
) S.1473V作 ｢先｣,今依S.236｡

) S.1473V作 ｢仙｣,今依S.236,S.55620

) S.1473V作 ｢如｣,今依S.236,S.55620

) S.236作 ｢所｣｡

) S,236,S.4909作 ｢眠｣｡
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193 zhokye/'zhiko'tshenli'ujwan/'dzungci'guke'u'chi/'wuzhonyamnyamci
常 備 時 光 遷 流 特 恵(172)至 五 東 初 無 常 念 念 至

/'hingyi'zi'wogyi'/khywanju
恒 与 死(173)王 居 勧 請

194 'he'udwa'ucung/'hyin'hegci'wuyi/ / 'yunce'ule'chamwun"irgywan
行 道 衆 勤 撃 至 無飴 寅 朝 穫 憾 文 一 奄

/ //

195 § / / khyilekhywan'tshewur/"y主cucucungshe'i/dzwa'izhingwulyokung
起 穫 勧 請 併 □口 語 衆 生 最 勝 無 量 功

tig'ha'主/kyu'i'habjolesamba'u/
徳 海 鮮 依 合 掌 頑豊 三 賛

(172) S236,S4909作 ｢忽｣｡
(173) S236如此,S.4909作 ｢四｣｡
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